
ー つ の 月 世 角 き 、 こ の 国 は 生ま れ た 。 

イー ヌメ の 二 人 の 女神 は 

は じ ぬ に! 美 い 真珠 」 の 力 を 人 に 与え 

人 は 同時 に 大地 と 力 と 光 と 時 と 知恵 と 心 和 を 手 に 入れ た 。 

だ が 、 そ の 日 恋 ら こ の 国 に も 

光 と 間 が 生ま れ た 。 
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較 Yseiernal/「 エ ステ リ アン ング 

か ぶ ト ゥ テッ プ 島 t 

バド 、 城 壁 都 市 ミネ ィ KK 

CE ee に 人 こ ある セ ピ ッ ク 村 を 除け ば 、 人 の 生 「。 と 

活 区 の ほとん ど が トゥ テッ プ 鳥 に 集中 て いる ヽ  ステ リリ っ 

と トゥ テッ プ 島 を 結ぶ 地点 は 二 避 都市 ミネ 

り 、 特 に ミネ ア の 人 々  に と っ て は 魔物 の 警戒 も ゞ 

こと が 不幸 中 の 幸い と な っ て いる よう だ 。 

田 嵐 の 結界 
ドゥ アー ル 海 に 浮か ぶ エ ステ リア は 、 大 陸 の 交易 拠点 で ある ゲ リ 
ア の プロ マロ ッ ク の 港 か ら 海 路 で 140 タリ メラ イ の 距離 に あ 放 。 

この 海路 の エス テリ ア 周 辺 は 、 特 に 「 十 の 海 」 と 呼ば れ 、 も と も と 

視界 の 良い 航路 で は な か っ た が 、 半 年 ほど 前 か ら 「 屋 の 結界 」 が エ 

ステ リア を 取り 囲み 、 エ ステ リア に 向かう 船 は 必ず 友 嵐 に 章 遇 し 

て 沈没 し た 。 も ちろ ん 、 エ ステ リア か ら 出 港 し た 船 も 「 嵐 の 結界 」 3 

に 阻ま れ プ ロマ ロッ ク の 港 に 到着 する こと は な か っ た 。 エ ステ リ MHC: 
ア は 完全 に 隔絶 され て いた 。 「 

ZISEZSSEZ2027 
エス テリ ア の 南方 、 ト ゥ テッ プ 島 の 南端 に あり 、 東 西 に 細長 く 、 弓 

の よう に 緩 や か な 弧 を 描い て いる 。 そ の 長き さき は 約 1 タ リ メ ラ イ 

(1.2 km)。 こ の 破 浜 の 形 基 伝 読 の 一 角 獣 の 角 に 師 て いる こと 

か ら 「 ユ ニコ ー ン の 角 」 と も 呼ば れ て いる 。 

1 
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較 Ys eternal エス テリ ア 錠 訪 」 | バル バ ド の 港 バド の 港 

間 は ん 

上 y と エス テリ ア へ の 入 電材 を 中 還 げ る を め だ け の 坊 だ み 才 べ ここ 
当時 は 港 に 住む 人 々 も 少な く 、 商 いも 、 SN アグ ジュ 間 SS 
ち が 直 接 行っ て いた 。 や が て ! 魔 計 の 銀 」 が 組 り 出さ れ [ SR こさ sy SG こ 

バリ SS に な る と 、 大 陸 か ら 生 れ た 散 人 た ちゃ こ ちら て 商人 

た ら 1 に 漁場 の 角 は 増え た と いう 。 

画 自 衛 を 始め た バル バド の 若者 た ち 
ラス ティ ン 鉱 山 か ら 魔物 が が 溢れ 出し 、 エ ステ リア の 夫 地 に 隊 物 の 

次 が 確認 され る よう に な る と 、 商 人 た ち は 、 い ち 早 く 交 易 品 の 整 

理 に か か っ た 。 エ ステ リア 旋 魔 物 に よっ て 減 ぼ され て も 、 せ め て 

港 の 倉庫 に ある 品 だ け で も 輸出 し よう と し た の だ 。 だ が 、 そ の 行 

動 も 虚しく 、 変 易 船 は 「 嵐 の 結界 」 に 阻ま れ 海 の 河 層 と な る 。 も は 

や 交易 より 、 際 物 の 脅威 か ら 生 き 延 びる の が 先決 と 考え た バル バ 

ド の 住人 た ち は 、 若 者 を 中 心 と し た 自警 団 を 組織 し て 魔物 の 股 撃 

に 備え た 。 

1 
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Placid】 O WW 
園 Ys ia ノ 「 エ ステ リア 

ココ 

に える こと ない 者 院 誤 1 
防 大屋 ーー 全 
ティ ン 鉱 山 の 世 況 ぶり に より 、 大 陸 か ら の ダ ? 働 者 も 急激 に 増え 、 講 
鉱山 まで の 経由 地 と し て 発展 し た が 、 魔 物 の 出現 に よっ て 鉱山 が 
府 塊 と な り 、 ラ ステ ィ ン か ら 行 き 場 を 失っ た 寺 夫 や その 家族 た ち 
も 多く 移り 住ん で き で いる. その た め に 町 で 見 か ける 顔 も 見 知ら 
ぬ 顔 が 増え 、 こ れ ま で の 知り 合い だ け で 形成 され た 生活 様式 か ら 
変化 が 生ま れ よ うと し て いる 。 

14 
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pu EL 

識 Ys eterral ノン [エス テ 革 ア 探 訪 」 

年 城 上 か ら ら 望 む ダ - 

村 上 ス テ | サ 因 

帰還 の 魔法 が 掛か っ た 魔法 の 品 で 、 一 瞬 の 

ち に 使用 者 を 一 番 安全 な 場所 へ 転 知 し て 

くれ る 。 た だ し .、 効 果 曽 囲 に 制限 が あり 、 厚 

い 岩 盤 や 強固 な 建物 の 中 で は 使用 で き な い 。 

ビ ム の 取引 所 で 購入 で き 



っ De PyeeligatHn of ECaE 計 NO 

男 ミ フー 

今 で こそ 日 中 の 
2 へ 、 草原 で 廃物 を 見 
ee 
2 の 2 力 に 操 ら れる 魔 

と < の 物 は 聖なる 光 を 
ク 箕 好ま な い 。 図 悪 な Pr の ) = ジス ! 

ザ 4 読 の 反射 を 受け 
れ ば 、 あ まり の 関 光 に 動き を 止め る だ ろう 。 
魔物 の 集団 に 取り 囲ま れ た と き な ど は あり 
が た い 品 だ 。 ピ ム の 取引 所 で 購入 で きる 。 

忌 き Uml WO1 1 つ ゼ |H 

CTU8tdl 
レル カル を 2 

の 本 当 に 貴重 な 品 
時 は 町 の 中 な ど に 

は な いと 考え る 

の が 常 だ ろう が 、 
ミネ ア の 町 に は 
代用 の きか な い 

貴重 な 品 も ある 。 
占い 師 サ ラ の ク 

リス タル は 、 彼 女 が 神官 トバ の 子孫 で ある 
か ら こ そ 所 有 し て いた も の だ ろう 。 

Kal SOrtinn 
圏 ヒー ル ボ ーション 

怪我 を た ち ど こ ろ に 治す 回 復 鞭 。 洞 窟 の 中 

な ど 、 自 然 治癒 を 望め な い 場 所 で は 大 い に 

助かる 。 ク ラー ゼ の 病院 で 購入 で きる る 。 



luESte| row 

に を や メソ) し: 
酒場 に は 惑 画 の 客 が 常に 出入 り し て いる 。 客 の ほとん ど は 廃 需 に 

な っ た ラス ティ ン 和 鉱山 の 摘 夫 くず れ や 「 嵐 の 結界 衣 - よ り er 

た 敗 し た 商人 で 、 も と も と エス テリ ア で 生ま れ た 者 主 練 

が 、 ど の 客 も 怖い 顔 に 世 pf な わき の ょ うたい 識 語る 

か も 知れ な いい 。 、 5 

1 ペソ ルッ コリ 
変換 所 と は 名 ば か り で 、 泥 棒 市 に 近い 商売 を 行っ て いる よう だ 。 

店 内 に は 、 ど こ か らく すね て きた の か わか ら な い 怪 し げ な 小物 が 

並び K、 店 主 の ピ ム も どこ か 油断 の な ら な い 小 悪党 と いっ た 風貌 だ 。 

だ が 、 店 構え に 似合わ ず 、 掘 り 出し 物 も ある 。 店 主 自身 、 本 当 に 使 

える と は 人 情 じ て いな いよ うだ が 、 正 真正 外 の 魔法 世 搬 か っ た 品 で 

ある ウイ ング や ミラ ー が 店 先 に 並ん で いる 。 ま た 、 結 孤 5g 且 
けた 小物 な ども 引き 取っ て くれ る の で 、 こ の 店 に は 革 誠 琴 

話 に な り そ う だ 。 

不吉 な 予言 を 伝え 、 エ ステ リア の 信 に 軟 告 を 選 し て きた 占い 了 師 

サラ 。 披 女 の 警 告 に 耳 を か さなか っ た 人 々  も 、 今 と な っ て は 現状 

を 受け 入れ る より な い 。 
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「 履 の 結界 」 あ た あ に 衝 中 防具 も 不足 し て いる よ 

う だ . 和 に 半 が 季 抽 する c あ きた っ た で は 武器 は 必需 品 だ 。 
上 が 魔物 は 代入 畠 い め た らし ぐ く 、 品 導 で 値 段 も 相場 より 高 

だ が 、 ェ オ テリ ア で 冒険 を する に は 、 武 器 は 必要 不可 欠 だ 。 こ 
れ か rie こと も ある か も 知れ な い だ ろ 
う が 、 最 初 の 備え は 出費 覚悟 で も 、 店 で 揃え る の が 安心 だ ろう 。 

置 防具 の 店 ディ オス 

避 芝 に 比べ れ ば 、 防 具 の 品 揃え は 畿 分 良い よう だ 。 し か し 、 値 段 の 

方 は 武器 に 輪 を 掛け て 高い 。 世 話 好 き な 店 主 を 見 て いる と 、 不 当 

な 利益 を 求め ぬ め て いる よう に も 思え な い 。 ミ ネ ア の 現状 と し て 妥当 

な 値段 な の だ ろう 。 
19 
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Fm as 
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EterT: 本 ン 「 エ ン の 4 ャ テリ ア 探 訪 」 1 呈 原 

「 必 Ro 

| 

回 

臣 ' し 

画 章 原 
菓 原 は 国土 の ほぼ 4 0 完 を 占め て いる 。 

島国 の た め 街 道 が 発達 し て いな い エ ステ リア で は 、 旧 原 そ の も の 

が 道 だ っ た 。 

バル バド 、 ミ ネ ア 、 ゼ ピッ ク な どの 生活 閣 を 結ぶ 重要 な 草原 千 道 

も 魔物 出現 と と も に 通行 者 が 江 減 し た 。 

当初 は ラス ティ ン 鉱 山 ま で 伸び て いた と いう 「 銀 の 較 」 の 痕跡 も 

今 は な い 。 

森 で 道 に 迷っ た 旅人 た ち は 、 枯 れ た 枝 振 り 

を 見 て 化け 物 と 見 間違え る 。 だ が 、 こ の オー 

ケロ ッ ト は 見 間違え で は な い 。 森 の 木 に 邪 

悪 な 「 魔 」 の 想念 が 宿り 、 魔 物 の 本人 兵 と 化 

し た 姿 な の だ 。 種 の 根 棒 の 一 撃 を 食らえ ば 、 

人 間 の 骨 な ど 粉 々  に か れ て し まう 。 
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La Ps 
1 過 重 目 」 『 DLUTIOIIUIT 
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I』 ガ カーロ イド 

一 説 に よれ ば 、 総 灘 し た エス テリ ア の 先住 

民族 が 「 魔 」 の 力 に より 、 魔 物 と し て 菊 っ た 

次 と いわ れ て い る 。 小 人 族 で ある た め ぬ め 、 見 か 

け の 威圧 感 こ そ な い が . 戦 っ て みれ ば 残虐 

で 血 を 好む 性 格 に 恐怖 する だ ろう 。 

IKEDm ロ ll 
| リー ボル 

エス テリ ア に 楼 息 する 野性 の 赤 狼 が 魔物 の 

腐 肉 を 食べ た こと に より 、 自 ら も 魔物 に 変 

化し た も の 。 か つて は 人 間 の 良き 友 と し て 、 

錠 り や 暮 らし を 共に し た 記憶 も ある が 、 現 

儲 で は 較 商 な 魔 本 と 化し て 旅人 の 首筋 を を 狙 

っ つて しき 右 。 
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に 本 請 間  」 

較 ミネ ア の 町 か ら ラ ステ ィ 鉱山 へ の 道 は 、 日 に 何 度 も 、 銀 を 積ん Pa 

、 凶 参 用 中 が に 笠 を つけ な が ら 入 復 レ で いた そう だ 。 荷 馬車 か 較 較 | 
識 ヴ ア ぼれ 落ち た 細か い 氏 の 粒 は 草原 の 圭 の へ こみ に 詰まり 、 章 
ノ / 4 凍 時 T N 。 こ ぼれ た 落ち 

た 銀 だ け で も 、 か な り の 宮 に な っ た だ ろう が 、 そ の 頃 、 そ れ を 拾い | 

集 ぬ る 者 も いな か っ た らし しい )。 紀 ス テ ィ ン 負 出入 盛 期 を 集 敬 する 

ei 請 選 いる る だ ろ 。 
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較 ロ ダ の 礎 
ィ ー ス 廊 生 期 か ら 、 ず っ と 傍 鈴 者 と し て 生き 続け て いる 兄弟 の 閑 

電 樹 。 こ の 広い 草原 の どこ か に 今 も 立ち 、 彼 らら は すべ て の 歴 中 を 見 

つめ 、 槽 の さき さや き を 鳳 に の せ て 、 と き お り 語 ちら っ て いる と いう 。 

| 軒 章 原 の 水 場 
エス テリ ア の 草原 は 水 に 恵まれ て いる 。 卓 原 を 縦 に 流れ る 小川 は 

牌 原 縦断 の 良い 目印 に な る だ ろう 。 泉 や 湖 も 所 々 に 見 受け られ る 。 

魔物 さえ 出 渡し な けれ ば 、 水 辺 で ゆっ くり と 昼寝 を 楽し みた いぼ 

どの 美しい 風景 だ 。 

キラ キラ と こと 尊 く 氷 面 を 注意 深く 見 れ ば 、 誰 か が 落と し て 水底 に 沈 

め て し まっ た 宝物 で も 見 つけ られ る か も 知れ な い 。 

の rtdf KOHN 
田 ロ ダ の 種 

伝 束 が あれ ば 、 伝 和束 に 附 古 す る 噂 も 多い 。 精 

震 樹 で ある ロダ の 木 の 場 所 も 定か で は な い 

の に 、 ロ ダ の 種 の 味 は 最高 の 美味 で ある と 

いう 噂 が ある 。 さ ら に 噂 に は 尾 ヒ レ が 付き 、 

寺 夫 が ロダ の 種 を 見 つけ 、 鉱 山 の 奥 に 隠し 

た な ど と いう 話 ま で ある 。 

し 骨 0O0 LNMd ヨ AMI 

sss ee 

圏 金 の 台座 

隣国 の 歴史 で いえ ば 、 古 代 セ ル セ タ 王朝 に 

も 湖 る ほど の 古 の 神器 「 金 の 台座 」 が 、 さ ま 

さま な 者 の 手 を 経た 後 、 こ の 地 で 消え た と 

いう 。 い くつ も の 首 金 の 管 を 絡め 、 精 巧 に 周 

移 され た 如 座 だ 。 そ ん な も の が 見 つか れ ば 、 

取引 所 で 良い 額 が つけ られ る に 違い な い 。 

ご 

sLt ら | 
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還 Ys ン 「 エ ステ 

LIP セル 2 23 
サル モン の 神殿 の 衣 に ある こと か ら 、 LN の きた の 地 

と し て 発展 し た の だ ろう と 想像 為 @ ぐ 。 森 に 囲ま れ た 湖 を 抱く ぐ 村 

で 、 * の し いあ 
=" ョ 上 

W 加 * 

財 を 代 胡 す る 長 が 所 有する 吉 来 がら の jp。 計 -W 4 

一 説 に よれ ば 古代 イー ー ス 時 代 の 押 で 作品 4Vz。 
て いる らし い 。 ガイ / 

ウリ 
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ShTlmae O[ SalmQo 本 
時 ーー 前 間 gr 

二 
の 

pi 
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- 民 . 
1 

エス テリ ア の どこ か に ある と いい ヽ 

う 古 代 か ら 伝わる 仮面 。 そ の 仮面 

を つけ る と 、 普 段 、 見 えな いも の 

が 見 え 、 見 える は ず の も の が 見 え 

な く な る と いう 。 こ の 仮面 に つい ゝ 

て の 由来 も 諸説 ある が . 大 陸 の セ 

ル セ モタ 地方 の 伝承 に 残る 「 太 陽 の 

坂 面 」 を 連想 さき せる こと 恋 ら 、 研 

究 家 の 間 で は 「 月 の 仮面 」 と も 呼 

ば れ て いる る 。 



。 

六 人 の 神官 が それ ぞ れ 一 冊 づ つ 残 し た と され る イー 

ス の 書 の 一 同 。 神 官 の 子 係 の 証言 に よれ ば 、 他 5 冊 の 

か に 隠さ れ て いる らし い 。 

所 在 は 不明 だ が 、 ハ ダル の 章 は サル モン の 伸 殿 の どこ 

トー 軸 沼 
記 馬 r | 自 ーー | 中 旧 本 電 血 二 

『 人 
ーー mt 

に こつ ニュ | | _ き 証 画 園 | rm 中 5 訂 ] 拉 | 

古代 建造 物 の 中 は 、 招 か ぎる 者 の 侵入 

を 阻止 する 為 に 、 様 々 な 仕掛 けが 施 き 

れ て いる 。 そ の 中 で も 、 も っ と も 単純 な 

仕掛 け は . 区 画 ご と に 専用 の 鍵 を 必要 

と させ 、 鏡 を 隠す 方 法 で ある 。 錠 の 掛か 

っ た 扉 を 見 つけ た ら 、 試 し て いな い 鍵 

が な いか 調べ る こと だ 。 

-AworNgANr 



い 1 

Shnne of Salmon 
較 Yseternal だ | エネ テリア 探訪 」 、 全 や 7 ( | 感 

= サモ ン の 神殿 に は 構造 的 に 不可 解 な 点 が 多い 。 外 観 か ら 推 測 し 
た 内 部 の 広 さ に 比べ 、 実 際 に 確認 され て いる 肉 部 が 余り に 狭い の 

だ 。 入 日 か ら 入 る と 6 体 の 女神 像 が 並ぶ 回 廊 以 外 な に も な く 、 地 

下 に 通じ て いそ うな 通路 も 発見 され て いな い 。 伝 承 に 残る 神殿 の 

規模 に 擬 べ 、 か な り 小 さい よう に 思え る 。 

呈 ウ ヌ ガ ン 

か つて サル モン の 神殿 を 守っ て いた 衛兵 の 

死体 が 「 魔 」 の 力 に より 魔物 の 兵士 と し て 墓 
場 か ら 呼 び 戻さ れ た 。 鎧 の 下 か ら 見 え 隠 れ 
する 体 は ミイ ラ 化し た 状態 か ら 無理 に 藤生 

か し た た め に と ころ どこ ろ 生 腐り で 、 接 近 す 

る と 強烈 な 死 自 が た だ よう 。 



還 ニ グティ ル ガ ー の レリーフ 
サル モン の 神殿 の 守護 神 だ ろう か 。 サ ル モ ン の 神殿 に つい て 記さ 

れ た 古い 文献 に は 、 壁 に 巨大 な 生物 を 旬 っ た レリーフ ブフ の 刻ま れ た 

部 屋 が ある と され て いる が 、 そ の 部 屋 も 未だ 発見 され て いな い 。 

六 貢 に よれ ば 、 神 典 に 集う 人 々  を 守る た め に 、 六 神官 の 得 完 セム 

スー テハ ダル が 化身 し た 姿 だ と いう 。 

ーー 

5 胃 本 」 本 "IF | En 。 『 D 

北 MU5 PSRE 
| レム あゆ < 

か つて イー ス の 時 代 、 古 代 ア フロ カ か ら の 

使節 団 が 真 ぎ 物 と し て 野上 を 持ち 込ん だ と 

の 記録 が ある 。 ラ イア ス は 、 百 獣 の 王 と 呼ば 

れる 野獣 が 「 護 」 の カカ に より 魔物 と し て 蘇っ 

た も の らし い 。 

′ 。 還 プル ナー 
慣 虫 か ら 変 化し た 魔物 で ! 魔 」 の 力 の 影響 で 

凶暴 化 が 増し て いる 。 素 早く 動き 、 日 か ら 粘 

着 性 の 和 糸 を 吐い て 獲物 の 動き を 封じ 、 名 い 

前 足 の 爪 で 攻撃 し て くる 。 狭 い 通路 で は 出 

間 い た く な い 魔 物 だ 。 



ーー 

1 b ェ エッ ォ ョ 記 
B 民 yy UL 1 う 。 

時 [ 

男 Ys EICTdiE | ン 7 アゴ F 用 7 | 

田 バ ギュ = テニ バ デット 
か つて 「 エ ステ リア に か の 山 あ り 」 と 呼ば れ た プレ シェ ス 山 の 外 

連 。 て その 円 形 の 尾根 の 直径 は 2000 メ ライ 以上 も ある 

だ が 、 サ ル モ ン の 神 忠 の 規模 と 同様 に に 、 プ レジ ェ ス 山 の きも 伝 

説 の 1〆3 に も 満た な い 。 内 部 の すり 鉢 は 火山 性 の も の で は な い 

よう で 、 最 深部 まで 削ぎ 取っ た よう な 岩肌 が 続い て い 名 。 

き 

em ET 





較 繁 栄 と 災い を 呼ぶ 賠 闘 

わずか 半年 前 まで は この 国 の 繁 楽 を 約束 し て いた 鉱山 だ っ た 。 
- 人 の 填 夫 が 「 魔 法 の 銀 」 を 発見 し た と き 、 偽 り の 繁栄 の 先 に 隠さ 

れ た 災い の シナ リオ は 音 も 無く 動き 出し た 。 
その と きか ら エ ステ リア は 、 上 ね れい 寺 代 王国 イー ス の 走 務 を 払 
わ ね ば な ら な く な っ た 。 

NN 7 / 

ペン 



⑯】Mll4| 
| レレ 4 トリ / 

発光 苔 の 成分 が 「 魔 」 の 昧 響 を 受け 、 洞 窟 に 

棲息 する 徹 生物 と 融合 し て 生ま れ た 魔物 。 

ゼリー 状 で 一 つづ 目 の 眼 だ け 動 物 の 進化 を 遂 

げ て いる 。 胴 体 は いく ら 剣 で 切り 刻ん で も 、 

すぐ に 再生 する 。 秋 で 焼き 払い 、 体 の 水分 を 

准 う の が 最 番 策 だ が 、 目 を 突き 刺 せ ば 、 そ れ 

な り の 効果 は ある 。 

3)ITICK 
| し よー も ルン / 

口 と 握 覚 の み が 上 異常 な まで に 発達 し た 魔物 。 

音 も な く 忍 び 寄 り 、 開 の 中 か ら 突 然 能 い 掛 

か っ て くる 。 警 戒 し て いれ ば 知 な め ず り ぐ く 

らい は 聞こ える だ ろう が 、 不 用 意 に 距離 を 

許せ ば 大 人 で も 一 飲み に され て し まう 。 

jptauzal 

ィ ー ス 末期 、 女 神 の 間 に 祭 られ て いた 女神 

像 を 守る た め に 警備 し て いた 信士 が 「 魔 」 の 

カ に よっ て 有 魔物 と し て 菊 っ た 雇 。 真 外 製 の 

婦 に 身 を 包み 、 か つて 、 平 和 の た ぬ め に 訓練 を 

積ん だ 視 技 を 「 魔 」 の た め に 振る い 、 侵 入 者 

に 上 剛 い か か る 。 



ーー 

ン 皿 像 較 敵 識 に 

ラス ティ ン 鉱 山 に 麻生 還 更 央 起 きき 、 そ の 深部 合 近 で 作 ad 

て いた 内 た ち が 目 繋 し と と いう 『「 洞 窟 の 悪魔 ]。 巨大 な 昌 上 7 形 も 錠 4 

人 も し た 魔物 は 、 他 の 魔物 た ち を 指揮 し て いた よう に も 見 地 ここ に 

1 報告 され て いる 。 こ の 絵 は 撤 夫 た ちの 証書 を 先 作 模 い た 想像 図 

3 

ーー マ 

画 最 盛 期 の ラス ティ ン 鉱 山 _ 

も と も と 久 物 資源 が 豊富 だ っ た が 、 当 初 は 通常 の 銀 よ り 、 寺 分 純度 が が 高い 程度 で し か 

な か っ た 。 銀 を 原材料 と し て 大 陸 に 輸出 し 、 小 物 に 加工 する こと で エス テリ ア の 特産 

品 と し て の 知名 度 は 次 第 に 上 が っ た 。 や が て 「 魔 法 の 銀 」 が 掘り 出さ きれ る に あたり 、 部 

山 の 周辺 に は 琉 夫 小屋 が 建ち 並び 、 粗 末 な 仮住まい だ が 玉 夫 村 と 呼べ る ほど まで に 発 

達する 。「 魔 法 の 銀 」 が 食器 や 装飾 品 に 加工 され 大 陸 に 出回り 始め る と 、 ま すま す ラ ス 

ティ ン 鉱 山 の 銀 の 品質 は 評価 を 得 た 。 最 盛 期 に は ミネ ア の 住人 と 同じ 数 ほど の 志 夫 が 

- 斉 に 究 に 潜っ て いた 。 

う 引 



| 

cg に っ た た の - 団 が 、 自 

1 ke が っ 基 た な る イー ー Rg 
NN の が 2 コ 衣 和 fg 結 前 7 者 7 が 店 主 中 、 

生生 / 日 iM6 し 7- 記 PP の の っ っ に 

『 少 し 開い た 穴 の 向こう 側 は 、 自 然 の 洞 人 
1 NN に に 繋が っ て いる よう だ っ た 。 ひ ん や り と し 
NIS、、  / だ ベル た に い 

S&SN、 補 天 きき 小石 が 転がる よう な 音 が し た 。 落 盤 の 麗 
SNS、、 に 生 は : ある - 耳 を 5 すす 

NN、 電 張 外 転がる 音 じ ゃ な く 、 Lee 

うだ っ た 。 そ の 声 が 止ま っ た と き 、 突 然 、 物 

凄い 叫び 声 み た いな の が し て 、 目 の 前 の 岩 

3 0 杉 が け 前 っ た 。 松 明 の 灯り が 届い て 、 見 
軒 交 山 の 間 か ら 溢 れ 出 し た 魔物 た こと も な い 生 き 物 が 見 えた 。 人 の 胴回り 

ラス ティ ン 範 山 の 典 か ら 人 突然 現 われ た 魔 より も 太い 、 巨 大 な 口 だ け の 了 肉 玉 だ 。 そ れ 
物 た ち は 購 く 間 に 道 内 に 広がっ た 。 腕 に 、 う す 緑 の 透明 な 化け 物 も いた 。 そ ん な 

に 覚え の ある 琉 夫 た ち も 、 闇 の 中 を 人 遂 げ の と 戦う 気 は ね え 、 俺 は 一 目 散 に 人 逃 げ 出 し 

感 つ し か な か っ た 。 た さ 」 (ある る 坂 夫 の 証言 より ) 



ュー 

較 Yseternal /「 エ ネ テ 

田 ロ ッ ド 
材質 は 極 で 、 柄 の 部 分 に 赤い 宝石 が は ぬ 込 

まれ て いる 。 古 代 の 仕掛 け の 中 に は 、 神 回 な 

品 で ある ロッ ド な ど を 所 持 す る こと で 、 魔 

法 に よる 特定 の 転移 装置 を 作動 させ る も の 

も ある らし しい ゝ 。 



| 軒 魔 物 が 造り し 悪魔 の 塔 

ダー ム の 塔 は お よそ 7 0 0 年 前 、 魔 物 が 作 

っ た も の だ と 伝え られ て いる 。 

大 陸 の 港町 プロ マロ ッ ク の 人 を 々 を は ドゥ アー 

ル 海 を 挟ん で も 確認 で きる この 塔 を 「 悪 魔 

の 夫 」 と 呼び 品 わ れ た エス テリ ア の 餅 徴 と 

し て いた 。 

巨大 な 塔 を 間近 で 見 れ ば 、 そ の 規模 と た た 

すず まい か ら そ れ が 人 の 手 に よる も の で は な 

いと 誰 も が 感じ る だ ろう 。 

町 の 者 た ち は 起 れ て 近づか ず 、 こ の 塔 に 入 

り 、 生 き て 帰っ た 者 は いな いと 言わ れ て い 

る が 、 命 知ら ず の 盗賊 な ら 、 何 人 か は 宝 目 当 

て で 侵入 し た こと も ある だ ろう 。 深 部 に ま 

で は 至ら な いま で も 、 そ こ に 和 宰 位 す る 魔物 

た ちの 情報 が 流れ て いる と いう こと が 、 な 

に より それ を 召 付 け て いる 。 

PIT 分 明 240FIW 
田 ブ ルー・ ネ ッ ク レ ス 

仕掛 けら れ た を 乗り 切る に は 「 光 」 と 「 闇 」、 

「 正 」 と 「 負 」、「 和 斗 」 と 「 悪 」 と いう よう に 、 対 極 

する 属性 を 考慮 し 、 そ の 場 に 合っ た 姿 に 我 

が 身 を 置く こと で 回 避 で きる 。 た だ 、「 魔 」 の 

属性 を 持た な い 人 間 に は 限界 が ある 。 防 護 

策 も 無く 「 魔 」 を 身 に 纏う こと は 死 を 意味 し 

て いる 。 こ の よう な 場合 、 属 性 を 変え た まま 

で 効果 を 相殺 する 品 志 存在 する は ず だ 。T 

ー ム の 塔 の どこ か に ある と いう プ ブルー・ ネ 

ッ ク タク レス も その ーー つつ だ ろう 。 

う ア 



コル 和 キ だ 0 の 
り 廊 下 の み で 支え と られ て いる の 区 が あ 詳 還 
半 様 か 、 あ る い は 統治 者 の 生活 区 と し て 作 
られ た の か は 不明 で ある 。。 

北 nmark 
| 大 ん 』 

屈強 な 体 と 「 魔 」 に 対す る 深い 吊 誠心 を 持っ 

て いる 。 か つて 上 級 兵士 だ っ た 彼ら は 、 魔 物 

に な っ た 今 で も 下級 の 魔物 の 指揮 官 的 な 役 

割 も 果たし て いる よう だ 。 披 ら が 人 を 有馬 う 

の は 、 人 が 死ぬ ぬ 購 間 に 発生 する 張 の 渡 動 を 

吸収 し て 自ら の 力 に し て いる か ら だ と いわ 

れ て し * 放 。 



ChrUQ0l05 
| レス ルリ ルレ ョ my 

この 異様 な 次 を し た 魔物 の 発生 源 に も 諸説 ある 

が 、 種 の 異な る 腸 虫 類 や 昆虫 が 「 魔 」 の 力 に より 

融合 し た 膝 物 で は な いか と いう 説 志乃 で あ 名 。 

肩 か ら は 巨 太 な 爪 志 騰 の 代わ り に 突き 出し 、 少 

々 の 防具 な ら 簡 単に 貫通 させ て し まう 破壊 力 を 

持っ て いる 。 時 の が 

sWllliRll 
| | ァ どの リウム や ン 

ロー パー に よく 羽 た 魔物 で 、 そ の 発生 泊 に 

つい て は 諸説 あり 、 毒 キメ コ の 一 種 が 巨 

化 し 、 移 動 能力 を 持っ た と いう 説 が 有力 の 

よう だ 。 4 本 の 触手 を 伸ばし 獲物 を 捕 雑 し 

て 、 即 効 性 の 毒 を 注入 し 、 獲 物 を マヒ させ て 

か ら 精 気 を 吸い 取る 。 



に ei = | 

ュ 上 ドコ ドー 貞 下 . 還 
上 記 hl 

THF 

Tu 

"Fr 

ス の 紋章 。 中 心 の 円 は 黒い 真珠 を 、 そ の 周り を 囲 む 6 つの 円 は 六 上 人 の 神官 に 分 け 与 和え 

られ た 力 を 、 左 右 の 細 は 二 人 の 女 押 を 示し て し いる 。 

れる よう に 、 生 命 感 あ ふれ 、 鈍 く 深 い 和 輝 き を 放っ て いた と 伝え られ て いる 。 当 時 、 こ の 

地方 の 海 で 採れ た 黒 真珠 に 形態 が 似 て いた こと か ら 、 い つの 頃 か ら か 「 黒 い 真 珠 」 と 呼 

ば れる よう に な っ た の で は な いか と いわ れ て いる 。 



削 生 期 の イー 

ち 。 左 か ら 大 地 を 司る ハ ダ ル 、 力 を 司る トバ 、 光 を 司る ダビ ー、 時 を 司 

る メサ 、 知 恵 を 司る ジェ ンマ 、 心 を 司る ファ クト 。 二 人 の 女 信 は 文明 を 

生み 出す た ぬ め に 必要 な 表 異 を な す 六 つの 力 を 代表 者 に 分 け 与 え 、 民 此 

か ら 秩 序 と 自由 を 促し た 。 ( 

イー ス を 建国 し た 二 人 の 女神 。 月 の 
女神 の 娘 で ある 若く 美しい 二 人 の 
女 伸 は 「 黒 い 真 隊 」 の 力 を 用 いて さき 

ま ざ ま な 奇 貴 を 起こ し 、 古 代 王国 
イー ス を 築き あげ た と 伝え られ て いる 。 
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田 デ ドル ・ ク リス ティ ン 
17 才 

右 き 還 映 家 。 = di 間 昌 時 

燃え る よう だ な 主 牟 で 浴 康 き - 
情熱 と 誠実 さ 老 
エレ シア 大 陸 本 NE 

名 も 無い 小さ な 男 培 4 2 
ST 冒険 まき まれ た 村 か ら ア ドル が 1 6 才 で 旅立ち 

その 1 年 と 半年 後に 体験 し た 初め て の 本 格 的 な 骨 険 。 
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ず CEa 
圏 ブ ィ ー ナ 

記憶 喪失 の 少女 。 

自分 の 名 前 以外 は 

何 も 憶 えて いな い 。 

ハー モニ カ を 奏で る 吟遊 

時 人 の 少女 。 

いつ の 頃 赤 ら か ミネ ア の 

千 角 に 次 を 見 せる よう に 

トー 

彼女 の こと を 詳し く 知 る 

者 は いな い 。 

sra1 コ BIBU") 

5 人 生 革 9 世 本 昌 旨 () 

IiJord 



て 1 

| 村 

| 王 
1 

に 
か 
ra 

」 

1 

Fa 

31IJOId 

で 

Characters 
較 (haracters Fmmlil 

Sarah む nuah 
画 サ ラ ・ トバ 

ミ ネ ア の r 中 i い 師 。 

イース の 歴史 を 伝え る 神官 トバ の 子 押 。 

こ あ る 「 有 魔 」 の 再来 に 備え 、 伝 説 の 

| 勇者 を 待ち 望ん で いる 。 

_ Goban 引 
画 ゴ ー バ ン | 

人 々  か ら は 次 賊 の 首 鎖 と し て 恐れ られ て い 
る が 「 紀 きも の か ら は 奪わ ず 」 を 昼 委 と し て 

い 右 。 荒 くれ 者 や 玉 夫 く すず れ た ちか ら も 慕 わ 

れ 、 裏 の 情報 に も 通じ て いる 。 ダ ー ム の 堪 の 

根元 近く に アジ ト を 持つ 。 

| 豆 北 バド の 青年 。 

| 人 一 倍 の 責任 感 が あり 若者 た ち を 集め て 

| 自警 団 を 組織 し て いる 。 



Thg Investigation of 上 TE 上 RICOR 

画 ド ギ 

| 克 賊 ゴー バン の 【 ちの 子 分 。 豪快 で 怪力 の 持ち 主 。 

# 宝物 を 奪う た め に ダー ム の 塔 へ 侵入 し た が 、 も う 、 

休 長い 問 戻 っ て いな い .。 

sta] コ 1G 

IthCE OK 
64 | 圏 ル タ ・ ジ ェ ン マ 

ke . 員 
に 3 い ア W 

im 

- り ー | 、 N / 蘭 誰 / 包 | 訂 還 埋 病 に 悩ま され て いる 。 
「 / 6 症 呈 | 赴 を 司る 神官 ジェ ン 

マ の 子 印 。 

ゼ ピピ ッ ク 村 に 住む 老婆 。 

| 導 ミキ ネ キア の 占い 師 サ ラ の 在 母 。 

= テー 力 を 司る 神官 トバ の 子 係 。 

8 すき すさ きせ TEH コ 

alk 本 URt 
田 ダ ルク ・ フ ァ ク ト 

- 心 を 居る 神官 ファ タ ト の 子 : 孫 。 彼 の 両親 は : 当初 放 品 

魔法 の 痕 の 採 掴 に 反対 し て いた 。 本 は 

「 魔 法 の 銀 は 人 の 心 を 感 わす 。 魔 法 の 銀 に 近づい て は 軍 | ! 

な ら な い 」 

神官 の 教え を 守っ た 両親 は 暴徒 と 化し た 人 々  に 命 を 詩 

薄 わ れ た 。 そ の 日 以来 、 彼 の 凌 を 見 た も の は いな いい 。 「 
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序文 

峠 を 歩く ) 度 に 思い 出す 。 山 間 の 名 も 無き 寒村 で 生ま れ た 私 に と っ て 、 村 外 れ の 

峠 の 向こう は 、 す べ て 未知 の 世界 だ っ た 。 幼 い 頃 に は その 先 に も 世界 が ある と は 

考え て も いな か っ た 。 畑 仕事 を 手 伝 え る よう に な っ た 因 、 私 は 初めて 外 の 世界 を 

応 か に 意識 し た 。6 オ くら い の 頃 だ と 思う 。 畑 か ら 帰 る と 、 村 に 初老 の 行商 人 が 

来 て いた 。 それ まで に も 見 た こと の ある 顔 だ っ た が 、 私 は この 時 まで 、 時 折 、 

背負 子 を 担い で 村 に 顔 を 出す 老人 が 、 村 の 人 間 な の か 、 そ れ と も 、 村 の 外 の 人 間 

な の か な ど と いう 意識 は な か っ た 。 

考 人 が 来る と 、 決 まっ て 村 の 者 た ち は 寄 合い の よう に その 舟 に 集まり 、 珍 し い 

話 を せ が ん だ 。 森 で 盗賊 に 襲わ れ そ うに な っ て 、 隠 れ て や り 過 ご し た こと や 、 加 

い 国 の 不思議 な 伝説 な ど 、 話 の 内 容 は 老人 の 体験 し た こと か ら 世 界 の 伝説 まで 

様々 だ っ た 。 だ が 、 ま だ 子供 だ っ た 私 に は 、 そ れ が 外 の 世界 の 話 で ある と いう こ 

と が 理解 で きず 、 い つも る 自分 の 村 の どこ か に その 物語 の 舞台 を 当て は ぬ め て “そん 

こと が 、 い つ あ っ た の だ ろう 7? 7" と 、 考 ぇ る ば か り だ っ た 。 それは 、 人 移送 読ん 

で 聴か せ て くれ た 絵 物語 に つい て も 同じ だ っ た 。 物心 つい た 時 か ら 母 は いな か っ つっ 

た の で 、 私 の 相手 を し て いて くれ た の は 、 い つも 父 だ っ た 。 竜 退治 の 物語 や 、 道 

跡 に アジ ト を 持つ 盗賊 と の 戦い を 描い た 物語 も 、 私 に と っ て は どの 話 も 真実 で 、 

問題 は 常に “ ど 人 

た 。 あ る 日 私 は 、 話 に 聞い た 『 海 賊 の 物語 』 が 、 こ の 村 の どこ に も 当て は ま ら な 

こと に 気がつい た 。 理由 は 単純 だ 。 山 間 の 村 に は 海 が な か っ た か ら だ 。 私 は 海 を 

探し て 、 ふ ら ふ ら と 峠 を 越え た 。 幼 旋 に も 、 峠 の 先 に すべ て が ある と 感じ て いた 

私 は 、 峠 きえ 越え れ ば 、 す ぐに 探し て いる も の が 見 つか る と 思っ て いた 。 結局 、 浅 

けど 歩 けど 山道 は 続き 、 峠 は 越え られ ず 、 日 暮れ が 近づい て 尾根 が 赤 茶 色 に 葉 ま 

り 始め た 頃 、 半 ペソ を か いて 村 に 戻っ た 。 心配 し て 峠 の 途中 まで 探し に 来 て くれ 

た 父 は 、 私 が 泣き な が ら 「 海 を 探し に 行っ て いた 」 と 答え た の を 聞い て 、| やっぱ 

hn 俺 の 息子 だ な と 笑っ た 。 

父 が 紀行 家 を し て いた と 知っ た の は その 後 の こ と だ 。 こ れ は 後 か ら 教 えら れ た 

ら 
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こと だ が 、 父 は この 村 に 落ち 着く 前 、 紀 行 家 と し て 近隣 諾 国 を 選 っ て いた 。 私 の 

面倒 を 見 な けれ ば な ら な く な り 畑 仕事 に 従事 し た の で 、 私 自身 は その 時 の 父 の 次 

を 見 た こと は な い が 、 そ れ か ら も う 少 し 年 を 経て 、 私 が 文章 を 読め る よう に な る 

と 、 父 は 自分 が まとめ た 紀行 文 や 旅先 で 収集 し た 沢山 の 書物 を 見 せ て くれ た 。 い 

つも 地図 を 指 差 し 、 丁寧 に 説明 し て くれ る 光 に "どう し て 紀行 家 に な っ た の 

や notoc 25 縛 識 

。 父 が 私 の 理解 に 合わ せ て くれ た の か 、 父 の 答え は 私 の 想い と 同じ だ っ た 。 だ 

、 そ の 答え の 本 当 の 奥深 さき を 知っ た の は 、 ご く 最 近 の こと だ 。 

5 0 半ば を 過ぎ て この 村 に 戻る まで 、 私 は 振り 返ら ず 、 目 険 を 記 球 に に 残 そ う と 

は 思わ な か っ た 。 何 義 な ら ば 、 現 実 の 冒険 は 祭り に も 鮮烈 で 、 時 に は 本 く 、 時 に 

は 悲し い 。 記 録 を 残せ ば 、 そ の 土地 の 人 々  が 知り た くも な い 過 去 に も 、 触 れ な け 

れ ば な ら な く な る こと も ある 。 私 は 個人 の 冒険 と し て 知り 得 た 知識 を 正確 に 伝え 

られ な い の で あれ ば 、 拓 導 に 残し て は いけ な いと 思っ て いた 。 

と ころ が 、 父 の 歳 を 過ぎ た 今 と な っ て 、 父 の 言葉 を 思い 出し 、“ 自 分 の 目 で 見 た 

2 だ が らら だ こと 答 えた だ た 移 が 、 栖 本 、 入行 文 \ ま と め て いた か 考え て みた 。 

Ge SN と の 坦 き を 教え て くれ た の だ 。 に 2 

その 真実 を 残す こと で 伝え る こと の 大 切 き を 教え 、 少 な く と も 私 に は 多大 な る 影 

響 を えた 。 記録 を 残す こと は 誠 険 も 伴 な う 。 し か し 、 賢明 な 者 が その 試 金 石 に 

表れ 、 判 断 の 材料 に で きれ ば 、 恥 た よう な 過ち は 減る に 違い な い 。 私 は 公正 に 伝 

売る と を ここ に 誓う 。 

置 際 家 の 仕事 と は 冒険 を する こ で は な く 、 冒 険 で 得 た 様々 な 宝 を 、 正 確 に 伝え 

る た め の 力 を する こと では な い だ ろ うか と 思う 。 

山間 の 生 察 に て アデ ド ル ・ み リス ティ ン 

ら 1 



プロ マロ ッ ク へ 

飛 卿 の 村 を 離れ て 一 年 と 半年 。 当 時 1 7 オ の 私 は 、 ひ た すら 南 へ と 旅 を 続け て 

いた 。 旅 に 生き る こと に も ゃ る 馴れ 、 身 を 守る た ぬ め の 剣 技 に も 、 あ る 程度 の 自信 を つ 

け て いた 。 見 知ら ぬ 町 を 歩く 楽し き と 辛 き が 、 よ う や く 一 通り 判り か け て きた 時 

期 だ っ た 。 

ニー つの 国境 を 越え を 、 ロ ムン 帝国 統括 下 の 最 南西 、 エ ウロ ペ 大 陸 の ダリ ア 地 方 に 

足 を 踏み 入れ よう と し て いた 。 私 は 旅 の 経由 地 と し て 、 そ の 地方 で 最も 大 き な 港 

が ある プロ マロ ッ ク を 目指 し て いた 。 プ ロマ ロッ ク の 港 は ロム ン 間 国 の 管轄 下 に 

あり 、 海 外 の 国々 と 通ずる 貿易 の 拠点 だ っ た 。 ど こ に 向かう に し て も 、 路 銀 を 稼 

が ね ば な ら な いし 、 情 報 の 収集 も 必要 だ 。 そ うい っ た 意味 で プロ マロ ッ ク は 最良 

の 経由 地 だ っ た 。 

も っ と も る 、 当 初 は そこ に は 向 わ ず 、 南 に 下る 街道 を 進み 、 見 渡す 限り の 砂地 だ 

と いう スハ ラ 砂 漠 へ 行く つも り だ っ た 。 だ が 、 そ の 朝 立 ち 寄っ た 村 で 、 ス ハラ 砂 

漢 一 帯 は 北部 を 中 心 と する 紛争 の 真っ 最 中 だ と 聞き 、 西 へ 向かう 計画 に 変更 し 

た 。 冒 険 の 予定 は 日 々 変化 する も の だ 。 港 町 な ら 、 そ こ か ら 北 西 の 国 々  や 多 己 海 

へ 赴く の も 悪く な い 。 そ う は 言っ て も 、 こ れ ま で 私 は 冒険 と 呼べ る ほど の 冒険 に 

NN NN 

冒険 な ど 、 の また 夢 。 貴 を 聞い て 行っ て みて も 、 せ い ぜ い 盗 握 者 の 落書 き を 見 

つけ る だ け で 、 絵 物語 の よう な 冒険 は どこ に も な か っ た 。 そ の 頃 の 私 は 、 冒 際 の 

匂い を 只 ぎ 付け て は 町 か ら 町 へ と 流れ る だ け で 、 こ れ と いっ た 収 生 も な く 、 そ の 

町 々  で 旅 を 続け る た め の 金 を 稼ぐ 、 そ ん な 生活 の 繰り 返し だ っ た 。 

し か し 、 私 は そん な 生活 を 結構 楽し ん で いた 。 旅 を し て いる と 、 世 界 が 広い と 

いう こと を 自分 の 足 の 疲れ で 感じ られ た か ら だ 。 こ れ だ け 広 い 世 界 な ら 、 き っ と 

本 当 の 冒険 が どこ か に ある 。 旅先 で 隊 く 様々 ね な ょ 噂 語 は 、 その 都度 疲れ た 私 に 活力 

0 くれ た 。 広大 な 氷原 、 燃 える 水 、 砂漠 の 展 気 楼 、 想像 する だ け で 、 ど れ 

も 私 の 心 を 喝 揚 きせ た 。 いつ か 自分 も その 舞台 に 足 を 踏み 入れ 、 こ の 目 で 確か ぬ 

GE 二 iEPP UP 
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プロ マロ ッ ク 到 着 

白樺 の 多く 立ち 並ぶ 峠 道 を 西 の 頂 上 目指 し て 歩い た 。 天 気 は 上 々 、 初 夏 の 季節 

を 巡 え た 木 を か ら 新 緑 の 香 が 立ち 込め て いる 。 空 に は 山 鷹 の 親 子 が 羽根 を いっ ぱ 

い に 広 げ 、 風 を 受 | すけ 、 高 々 と 大 き な 円 を 描い て いた 。 日 は 既に 南 に 差し 掛か り 、 山 

の 尾根 か ら は 陽 炎 が 立ち 】 入っ て いる 。 登り 坂 を ずっ と 歩い て 来 た の で 蒸す よう に 

吉 し し 。 |) ei 3 る と 、 私 は 羽織 っ て いた 上 着 を 脱ぎ 、 丸 め て 背 

袋 に 詰め 込ん だ 。 背 袋 か ら 皮 の 水 袋 を 取り 出し 、 一 口 喉 を 潤し た 。 水 は も う 半 分 

PE この 元 、 水 の 出る 場所 は 峠 の 頂上 に し か な いと 、 訪 の 村 で 則 い 

て いた 。 ゃ も う 一 日 航 み た か っ た が 我慢 し て 、 水 袋 の 栓 を 麻 紐 で 括っ た 。 峠 の 頂上 

に 着い た の は 、 日 も 西 に 傾き 始め た 頃 だ 

村人 が 教え て くれ た 浦 き 水 の 出 る 池 で 沙 析 光 に 和 い た 喉 を 潤し た 。 小 さき な 

他 の 周囲 は 見 晴らし が 良く 、 周 り の 情景 が 手 に 取る よう に 見 えた 。 南 と 東 は 一 面 

ら コ 



の 山 に 囲ま れ 、 析 か 南 に は 万 年 雪 を 被っ た 山々 が 連なっ て いる 。 北の方 に は ドッ 

アー ル 海 が 広がり 、 西 側 に は プロ マロ ッ ク の 港町 が 薄 っ す ら と 見 えた 。 陽気 の せ 

いか 本 が か か り 、 は っ きり と し た 景色 は 見 えな か っ た が 、 そ の 気 に な っ て 目 を ら 

し て 見 る と 、 港 に 停泊 し て いる 船 と 数 え 切 れ な い ほ どの 白壁 の 家々 が 確認 で きた 。 

町 の 雄 き さと 、 そ の 先 に 見 える 海 の 広大 き に 、 私 は 友 き く 身 類 い を し た 。 そ の 

海 が 、 幼 い 日 、 村 の 峠 を 越え て 探し に 行こ うと し た 海 に 思え だ の だ 。 あ の 時 と 同 

じ よ うに 日 暮れ が 迫っ て いた 。 革 色 が 赤み 始め た 。 私 は 足早 に 峠 を 下っ た 。 

IGEURONienik 四 着い た 時 に は 、 陽 は すっ か 9 り 沈ん で いた 

町 々 の 云 関 先 に は 松明 が 掲げ られ 、 失わ 

らし 出し て いた 。 様々 な 色 の 細か い モ ザイ ク が 隙間 な く 理 き 詰め られ 、 秋 の 時 9 

返し に 上 鮮やか な 模様 を 映し 出し て いた 。 そ の 模様 は 、 ど こ へ 行け ば 何 が ある の か 、 

どの 家 に 誰が 住ん で いる の か な どの 標識 や 表札 の 代わ り を 果たし て いた 。 少々 判 

り 辛 い 模様 も あっ た が 、 こ れ な ら こ の 町 が 初 ぬ め て で も 、 館 う 事 は な い だ ろ うと 関 

心 し た 。 私 自身 、 宿 の 絵 の 描か れ て ある 模様 を 探し 、 そ れ が 示す 方向 へ 進ん だ 。 一 

眠 は 宿 で ゆっ くり 休み 、 明 日 、 仕 事 を 探す つも り だ っ た 。 異邦 人 の 多い 町 だ っ た 。 

EE 

中 に は 人 金 身 に 刺青 を 施し 、 異様 な 言葉 を 話す 者 た ちゃ も いる 。 彼ら の ほとん ど 

は 、 こ の 町 へ 商談 に 訪れ た 商人 の よう だ っ た 。 日 が 暮れ て も 交渉 の 声 で 賑やか な 

町 だ っ た 。 道 化 師 の 徐 も 多く 見 られ た 。 道化師 た ち は 、 人 人 の よく 集まる 広場 や 港 

手品 や 動物 を 使っ た 芸 を 見 せ て 沸か せ て いた 。 私 は 人 を の 行き 秋 うう 大 通り を 

EEIERIGGEREROEGRE 

イィ ル が 導い た 宿屋 は 高 そ う で 、 私 に は 東 居 が 高かっ た 。 私 は 別 の 宿 を 探す こし に 

し 、 大 通り か ら 少 し 離れ た 場所 に 、 坂 の 傾斜 に 建て られ た 古い 船員 宿 を 見 つけ た 。 

中 
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ビク セン の 宿 に て 

宿屋 の 主人 は 、 読 みか け の 本 を 閉じ 、 入っ て きた 私 を 笑顔 で 迎え た 。 

上 識 は も う 4 0 を 越え て いる だ ろう 。 口 と 顕 に 自 毛 混じり の 明 を 甘え て いる 。 腹 

は 少し で っ ぷり と し て いる が 、 人 の 良き そう な 主人 だ っ た 。 主人 は ビク セン と 名 

乗っ た 。 

石 の 柱 に 板 ば ぱり の 床 だ っ た 。 壁 は 冬 に 使っ た 暖炉 の せい だ ろう 、 天 井 近 くま で 

吉 焼け を し て いた 。 頑丈 そう だ が 粗末 な 宿屋 だ 。 主 人 の 他 に は 気配 も な く 、 中 央 

に 小さ な 机 と 椅子 が 3 脚 あ る だ け だ っ た 。 泊 まり 客 も あま り い な いよ うだ 。 外 の 

賑わい が 信じ られ な い は ほど 、 中 は 静か だ っ た 。 

私 は 「 一 上 史 だ け 、 泊 まり た い 」] と 背 鑑 を 降る し て 主人 に 告げ た 。 

| 泊まる だ け な ら 3 0 デニ ル 、 旋 食 と 朝食 を 付け る の な ら 、 そ れ に 5 デニ ル 上 乗 

せ だ ] 

相場 より は 幾 分 い 。 私 は 食事 付き に し て くれ と 頼み 、 懐 か ら 金 を 出し 、 前 金 

デー ブル の 上 に 必 いた 。 

「 どこ か ら 来 た の か ね ? この 国 の 者 で は な いよ うだ が ] 

ビタ セン は 私 の 服装 を 見 て 誠 ね た 。 麻 地 の シ ャ ツ と ズボン 。 それ に 千 度 の 袖 な 

し 上 着 。 こ の 辺り で は 、 確 か に あま り 見 掛け な い 容 だ っ た 。 ロ ムン 常 国 の 人 々 は 、 

絹 や 毛 綿 で 仕立 て た 、 長 く て ゆっ た り と し た 衣服 を 練っ て いる 。 ビ クセ ン も 毛 線 
の ジ シャツ の 上 に 絹 の トー ガ を 羽織 っ て いた 。 

| 北東 の 境 く の 方 か ら 、 山 し か な いよ うな 所 さき] 

| ほう 、 ど の くら い 境 い の だ ね ? 1 

| 馬 で 十 日 っ て 所 か な 。 真っ 直ぐ に 来 た ね お け じ ゃ な いか ら 、 本 当 は も っ と か か る 

の か ゃ 和 旬 れ な い 」 

「 それ は また 、 さ ぞ か し ここ まで 来る の に 昔 労 し た じゃ ろう 」 

| いや 、 そ う で も な か っ た よ 」 

今 に し て 思え ば 気 の せ すい だ っ た の だ が 、 少 し そっ け な い 返事 を し て し まっ た 。 

当時 プロ マロ ッ ク は ロ ュ ムン 本 国 か ら 一 番 離 れ た 統括 地 で 、 貿 夫 鞭 も ある こと か 

らら 



ら 、 内 外 の 政治 的 に も 緊張 を 保っ て いた 。 主 人 の 質問 が 妙 に 尋問 じみ て いた の で 

そう そう に 語 を 打ち 切る うと 思っ た 。 

宿帳 の 記入 が 済む な と 、 部 屋 は 3 階 だ と 教え て くれ た 。 部 屋 へ 案内 する ビタ セン 

が 階段 を 登り な が ら 対 ね て きた 。 

| これ か ら ど こ へ 向かう つも りな の か ね 7 」 

[北西 の 方 に 向 お うか と 思っ て いる けど 」 

MO oma IEORNGRSSNIDHIEGIIIDOSURGIIBR 生 HE の 

こ は 呪 われ た 国 だ か ら な | 

「 呪 われ た 国 ? | 私 は 思わ ず 開 き 返 し た 。 

だ が その 時 、 下 の 方 で 声 が し た 。 ど う や ら 別 の 客 が 来 た よ うだ っ た 。 

「 海 側 の 一 番 左 の 部 屋 だ 。 今 の 話 、 興 味 が ある ん だ っ た ら 、 夕 食 の 後に で も 、 わ 

上 Ualeoeea tlriaay 引 

そう 言っ て ビタ セン は 部 屋 ま で は 案内 せ ず 、 足 早 に 階下 へ 降 り て 行っ た 。 

献立 は タラ の ムニエル に ホタテ の スー プ 、 パ バン 2 切れ と ミル クタ だ っ た だ た 。 補 民 が 

安い 割り に は 豪華 な 料理 だ と 思っ た 。 貿易 で 儲かっ て いる の で 海産 物 の 物価 が 安 

い の だ ちろ うと 私 は 一 人 納得 し た 。 心 食 を 宿 の 食堂 で 済ま せ た 私 は 、 さ っ そく ビク 

セン の 所 へ 行っ た 。 ビ クタ セン は 小さき な 机 の 上 に 紅茶 を 用 意 し 、 エ ステ リア の 事 に 

つい て 、 彼 の 知る 男 囲 で 教え て くれ た だ 。 

「 エ ステ リア は プロ マロ ッ ク と ドッ ゥ アー ル 海 を 挟ん で 、 北 に 4 0 クリ メラ イ ” 

の 所 に ある 小さき な 島国 だ 。 実 際 に 見 た 訳 じ ゃ な い が 、 あ の 国 に は 直筆 2000 メ 

ライ も ある と いう 巨大 な すり 鉢 の よう な 容 が 開い て いる そう だ 。 し か も 、 そ れ 

は 何 か が 落ち た せい で で きた わけ で も な いそ うだ 」 

| じゃ 高 、 一 全 ど うし て 定 き た の 『」 

「 そ こま で は 、 わ し も 知ら ん よ 」 ビタ セン は 、 お 手 上 げ と いう 身振り を し た 。 

| エス ネス テリア に は 訳 の わか らん こ と が いっ ぱ ば い だ 。 す り 魅 の 側 に ある | 悪魔 の 

らら 
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替 』 だ っ て そう だ 。 あ ん な に で か い 塔 、 人 間 が 作っ た と は 、 と う て い 信じ 難い 。 大 

昔 、 魔 物 が 作っ た っ て 噂 が ある くら い だ | 

[悪魔 の 塔 l の こと は 、 こ こ に 来る 途中 で も 、 い くつ か の 場所 で 耳 に し た こと 悲 

あっ た が 、 そ の 場所 が エス テリ ア だ と いう こと まで は 意識 に な か っ た が 、 天 に も 

馬 く は どの 巨大 な 夫 の ある 島 が 存在 する と は 聞い て いた 。 

| あの 国 が 呪 わ れ た 国 と 言わ れ 始 め た の は 半年 くら い 前 恋 ら だ だ 。 エ ステ リア は 

巨 友 な すり 訂 の ある 断崖 の 山 、 プ レシ ジェス 山 に 、 い くつ か の 玉 道 を 持っ て いて な 、 

筐 て 世 の 装 物 の 産出 地 と し て 名 を 上 げ て いた 。 つ い 最 近 ま で は 、 こ の プロ マロ ッ 

と も 質 直 を 続け て いた ん だ 。 し か し 、 半 年 ほど 前 か ら パ タリ と 音信 が 途絶 えて 

し まっ た の き 。 秋 が 人 逢 中 で 風 に っ て 、 エ ステ リア に 行き つけ な いん だ 。 それに. 

エス テリ ア か ら 米 る 船 も な く な っ た 。 も と も と ドゥ アー ル 海 は 『 電 の 海 ] だ な ん て ルル 

言わ れ て いて 、 見 通し が 部 く 、 海 難 事 逆 が 多い 海 だ っ た が 、 ー こ まで 本 く は な か っ 
す 

ah や エス デリ アデ に 回 う 毅 は 必 ず 嵐 に 章 ・ "や て 海 の 藻 避 だ 。 商 上 上 は 大 損 で 

う 、 あ の 国 と 取り 引き し よう な ん て 奴 も 、 い な く な っ ちまっ た 。 船乗り た ち ま 
3 乱 ⑰ 結 ドコ だ に だ な ん て 斉 つ eaL て EmT エ つき や 1 PTPITTT 拓 



私 は ビタ セン の 話 に 夢中 に な っ て 聞き 入っ た 。 

「 そ れ で 、 原 因 は わか ら な い の ? 1 

ビク ギモン は 首 を 横 に 振っ た 。 

| だ め だ ね 。 始め の うち は 何人 も の 直ら が 、 そ れ を 調べ よう と 、 あ の 国 へ 向っ た 

EE Oi 

| 誰 も 、 戻 っ て 来 な い ……。 エ ステ リア へ は 舞 事 に 着い て いる の か も 知れ な い 」 

船 の 破 証 が いく つも プロ マロ ッ ク に も 流れ 着い た 。 生 きち ゃ いな いき さ …… | 

私 が 考え 財 っ て し まっ た の で 、 ビク ギン が 話題 を 変え た 。 

「 と ころ で 、 明 日 か ら は どう する ん だ い ? ] 

「 この 町 で 仕事 を 探す よ 。 当 分 は 働か な いと 、 旅 も 続け すけ られ な いか ら ね 。 ど こ か 

いし 所 、 教え て くれ な いか な 7? 1 

ビク セン は 順 を 撫で な が ら 考 えて くれ た 。 

| そう き な あ ……。 も し 、 力 に 自慢 が ある ん な ら 、 港 の 船 の 荷物 を 倉庫 に 連 ぶ 仕 

事 が いい だ ろう 。 俺 も 昔 は よく や っ た が 、 あ れ は いい 金 に な る 。 住み 込み る で き 

る し な 。 お っ と 、 和 宿屋 の 主人 が 自分 で 客 を 手放す よう な こと を 言っ て は いか ん な 」 

GE NINE 

| じゃ あ 、 そ れ に する よ 」 

「 明 日 、 港 まで 案内 し て や ろう 。 今日 は 早く 眠っ た 方 が いい 。 な に せ 、 行 っ だ た ぞ 

の 日 か ら 働 く こ と に な る か ら な 。 そ うそ う 、 明 日 の 朝 、 起 きた ら 部 屋 の 窒 を 開け 

て 海 を 見 る と いい 。 運 が 良けれ ば 見 られ る さ ] 

| 見 られ る っ て 了 †| 

| 明日 の 朝 の 楽し み に し て お こう 」 

回 PEVEDETU EE lk に ラッ ーー ョ に ロー 

上 示 き づ ぬ で 疲れ て いた 。 そ の 晩 は 宿 に 着い た 安心 感 も あり 、 ペ ベッド に 転がる と 

同時 に 有 過 り に 落ち て し まっ た 。 

* リ ロメ ライ : 1 タリ メラ イ は 約 1・# kma。 

* は ヌメ ライ: | メラ イ は 交 1・2 m。 成 此 胃 性 の 2 直 分 の 歩幅 と ほ ば 等しい 。 

ら 避 
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加 魔 の 塔 

翌朝 、 窓 の 隙間 か ら 入 る 優し い 光 と 、 外 の 通り を 人 々  が 歩く 心地 よい 足音 で 目 

覚め た 。 裏道 まで モザ イク タイ ル が 貼っ て ある 路地 は 、 硬 い が 暖 か い 音 を た て た 。 
ベッ ド の 上 で 耳 を 澄 ま す と 、 通 り を 行く 人 々  の 会 話 が 朝 の 空気 に の っ て 届い た 。 

旅 の 療 れ は すっ か り 抜 け て いた 。 

昨日 の 夜 、 宿 屋 の 主人 が “明日 の 朝 、 部 屋 の 窓 を 開け て 海 を 見 る と いい 。” と 

言っ て いた の を 思い 出し た 。 

まだ 、 寝 呆け た 頭 で 西向 き の 窓 を 開け る と 、 暗 い 部 屋 に 岐 い 朝 の 光 が 差 し 込ん 

で きた 。 白壁 の 町 並み が 、 そ の まま な だ ら か に 海 へ 傾 討 し て 港 に 繋が っ て いる 。 そ 

の 先 に は 昨日 か ら 見 た ドゥ アー ル 海 が 初 存 の 日 差し に 早 ら きれ て 細か く 輝 いて 

いた 。 こ ん な に 美しい 海 を 見 た の は 初め て だ っ た 。 沖合 い に は 、 漁 か ら 戻 っ て き 

た 漁船 の 群れ が 、 港 を 目指 し て ゆっ くり と 進ん で 来る 。 三 本 マス ト の 交易 船 が 出 

航 し よう と し て いる の も 見 えた 。 海 島 の 声 が ここ まで 聞こ えた 。 そ れ は 幼い 日 、 秘 

が [海賊 の 物語 」 の 北台 に 想像 し た 貿易 の 港 そ の も の だ っ た 。 山 育ち の 旅人 に 気 を 

利 か せ 、 和 宿屋 の 主人 は この 景色 を 見 せ た か っ た の か と 思っ た 。 港 の 風早 に 期待 は 

し て いた が 、 到着 し た の が 陽 が 落ち て か ら だ っ た の で 、 す っ か り 忘 れ て いた 。 そ 

れ に 、 昨 日 の 夜 、 ビ クセ ン か ら 開 いた エス テリ ア の 話 は 、 そ れ 以 上 の 興味 を 私 に 

交 か せ て いた 。 

まさ か と は 思っ た が 、 私 は 海 の 彼方 に エス テリ ア を 探し て みた 。 港 の 周囲 は 鮮 

明 に 見 えた が 、 ド ゥ アー ル 海 の 遠方 は 噂 通り の 「 起 の 海 ] で 、 即 の か か っ た 清 面 の 

よう に 日 く 汗 っ て いた 。 私 は 水平 線 を 横 へ と 眺め 、 や が て 、 北 の 方 角 で 視線 を 止 

め た 。 気 を つけ て 見 な いと わか ら な い が 、 霞 の 中 に 何やら 輪 部 が 浮か ん で いた 。 距 

離 感 が 掴め な い の で 大 きき は 定か で は な か っ た が 、 北 の 水平 線 に 見 える 島 の 輪郭 

は 、 想 像 し て いた より も 近く 、 大 きく 感じ られ た 。 そ の 輪郭 か ら 突 き 出る 巨大 な 

塔 の 輪郭 も 確認 で きた 。 し ば らく 口 を 開け て 見 て いる と 、 風 の 具合 か 光線 の 加減 

か 、 輪 部 を 取り 巻い て いた 皿 が 薄 ら ぎ 、 エ ステ リア 全体 が 見 えた 。 
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1 あれ が …… 悪 魔 の 塔 19 1 

の に em 

日 24HIh9IHAIU 半 Es 

| お は よう 。 細 分 と 早起き な ん だ な 。 朝食 が で き と る ぞ 。 冷め な いう ち に 隆 人 5 て 

き な 」 

ビッ セン は 窓 に 町 村 け に な っ て いる 私 の 横 に や っ て 来 て 同じ 方 向 を 見 つめ た 。 

「 これ は 珍し い 。 エ ステ リア が こう も は っ きり と 見 られ る と は …ー。 あ ん た は 之 

が 良かっ た みあ みたい だ な 。 放電 有名 な [| 起 の 海 ] で な 。 エ ステ リア は い 

と / は TP+ 守っ あり 年 の は 2 に 2 すそ を = ま - 介 に 

回 要 還 | 上 二 WHENUIUEEdE SN 凍 IGR 

| あの 塔 は 、 ど の くら い の 高 き が ある の ? 

| 船乗り の 話 で は 、 だ いた い 300 メ ライ は ある っ て 言う ぜ ] 

SUE し て も 、 あま り に る 巨大 だ っ た 。 六 だ け で 、 それ ほど 巨大 な も の で は な 

い だ み ろう と 高 を 拓 っ て いた が 、 実際 に 見 て 、 私 は そめ 大 きき に 租 慢 し た 。 

ei] 



「 作 ncient Ys Vanished 

呪 わ れ た 国 エ ステ リア 

時 過ぎ 、 宿 恒 の 主人 に 連れ られ て 、 私 は 港 の 人 足 頭 を 訪ね た 。 人 足 頭 は ノー ト 
= 。 上 1。 1 に ーー て FE テレ ュ テロ 1 E 了 モ 
er と ま 人 に =! し ば らく 寺 | カー サ Je も コリ) に 決 キ 『| は 人 情 も 旧 足 ホ ) ES - 移 し た 

ゾー トン は ビク セン より も 若く 、 立派 な 体格 を し て いた 。 音 は 船乗り と し て 活 引 
Pa 

. て いた そう だ 。 視 は 人 望 を 見 込ま れ 、 プ ロマ ロッ ク の 荷 運 び を 仕切 っ て いた 。 気 ーー 

上 さく で 閉 ら か な 性 格 は 、 水 夫 た ちか ら も 好 か れ て いた 

と ん な 彼 に 私 は 馴染 み 、 何 日 か する と 気軽 に 話し 合え る 仲 に な っ た 。 仕事 が 交 
ば 』 。= | 還 果 二 中 ュ 四 計 『 と 「 症 3 = 『 ロ ーーー 

わり 夜 に も な れ ば 、 ノ ー ト ン は 私 た ち 浴 の 人 足 や 若い 水夫 た ち を 引き 連れ て 船員 
srh 十 目 」 テ ュー 二 皇 ] Fr 1 二 - 工 了 M 『 。 ーー ャ = 放 =。 Th ーー て 画 ョ 
放 } 記 に 本 き 、 難 、 人 Li 和 に 体 馬 し だ 表し LV i 調 田 日 可 彰人 rw 語 | ァ ヒ に く 相 和 5 だ as HH て 1 

= キー ロト トー ルー ar FL で 三 生 っ = 末 ・ uh 
流 中 に 水 を 分 け て く れ だ た 妙 に 償 し いい 海賊 の 語 や 、 身 に つけ た 宝石 の 重き の た ため に 

門 ユ ュ テモ キー イッ 引 エ テ 。 デキ オル に イミ ーー 了 = TE 
莉 れ "は 下 寺 つり ) 語 二 は 儀 作 7 つ ょ ァ 杖 も / トン の 話 に 

町 ma 店 7 m ーー デュ * = 

KU 『# 紀 ゃ アレ 電 し し 

品 1 



いつ し か 開き 惚れ て いた 。 

時 間 は 船 の 荷 の 上 げ 下ろ し で 潤 を 拉 き 、 夜 は 港 の 仲間 と 喧 双 に 紛 れ て 楽し ん 

だ 。 顔 ぶ まれ の 中 で は 一 番 若 い 私 だ っ た が 、 港 の 男 た ち は 衝 、 気 の 良い 人 ば か り で 、 

私 を 子供 抜い する よう な こと は な く 対 等 に 接し て くれ た 。 こ の 間 に 私 は 遊び の 中 

で 船乗り の 知識 を わけ て も ら う こと も で きた 。 サ ヌメ の 海 に 落ち た ら ど うす る ? 

小船 で 典 に 出くわし た ら ど うす る ? 海賊 に 邊 っ た 時 は ? ロー プ の 結 わ え 方 

は ? 風 の 読 み 方 は ? …… な ど 、 合 から 考え て も 、 そ の 時 に 教わっ た こと で 何 

度 命 を 救 わ れ た か わか ら な い 。 

ある 日 の 夜 、 エ ステ リア 了 の 話題 が 出 た 。 

「 あ の 国 は どう な っ ちまっ た ん だ ろう な ぁ ……」 

酔っ た 水夫 が 話し 始め た 。 知 り 合 い の 船 乗り が エス テリ ア に 向っ て 消 忠 を 絶っ 

た と いう 水夫 だ っ た 。 彼 も 、 も う 、 そ の 船乗り が 生き て いる と は 思っ て いな か っ 

た が 、 酢 っ て つい 、 口 か ら 出 た の だ ろう 。 他 の 水夫 が 続け た 。 

「 海 の 上 も わか ん ね え が 、 エ ステ リア 自体 、 お か し いっ て 話 だ 。| 鳳 の 結界 』 が 

起こ る 少し 前 、 あ そこ か ら 戻 っ て 来 た 商 人 に 聞い た が 、 あ の 国 、 魔 物 が 出る よう 

に な っ た っ て 言う じゃ な いか | 

[| その 話 な ら 、 俺 も 聞い た こと が ある | ノー トン が 口 を 開い た 。 

「 ラ ステ ィ ン の 鉱山 か ら 出 て 来 た の を 皮切り に 、 妙 な 魔物 が 森 や 草原 の あちら 

こち ら に 現われ よう に な っ た っ て 話 だ な 。 も と か らい た 野獣 まで 国 開 に な っ て 、 

人 を 盤 う よう に な っ た と も 聞く 。 ど の みち 、 武 器 が な けれ ば あの 国 で は 、 生 き 延 

ぴら れ そ う も な い 」 

「 エ ステ リア の 人 た ちゃ も 、 生 き て いる か どう か 、 わ か ら な いっ て こと か 若い 水 

夫 が そう 言っ て 、 プ ルッ と 映 を 志 わ せ た 。 

[魔物] と 言う 響き が 、 私 の 胸 に 引っ 掛か っ た 。 

「 悪 魔 の 塔 』 と いい 「『 了 魔物 』 と いい 、 エ ステ リア に は 不吉 な 名 前 が 多く 覗 わ れ て 

か 

[魔物 は 魔法 の 力 で 生み 出 き れ た 生き 物 な ん だ よね 7 私 は アー トン に 誠 ね た 。 

「 ああ 。 俺 た ち が 信 じ ら れ る 寺 囲 の 話 じ ゃ な い が な 。 船乗り だ っ た 頃 、 そ の 手 の 

ら 妥 



Ancient Ys Vamished「 

話 も 何 度 か 聞い た こと が ある 。 だ が な 、 俺 の 聞い た 話 じ ゃ 、 喝 物 は 勝手 に 生ま れ 

て くる も ん じゃ な い 。 魔法 使い の 術 に し ろ 、 際 道 師 の 品 い に し ろ 、 誰 か が それ な 

り の 準備 を し な けれ ば 、 出 て くる も ん じゃ な いっ て 話 だ っ た ] 

| 誰か が 準備 を ? 」 

| それ が 最近 の こと な の か 、 大 昔 か ら の 因縁 が 今 に 出 た の か は わか ら な い 。 わ 

か っ て いる の は エス テリ ア が 呪 わ れ た 島 だ っ て こと だ | 

| 叫 い で 、 思 い 出 し た が …… | と 、 ラ ム 酒 を 運ん で きた 酒場 の 主人 が 話 の 中 に 

割っ た 。 

| も う 、1 年 くら い 前 の こと だ 。 エ ステ リア か ら 戻 っ て きた 商人 が ここ に 寄り 、 

こん な こと を 話し て た 。 な ん で も 、 ラ ステ ィ ン 鉱 山 の 拡張 を 災 っ て エス テリ ア で 

一 問 着 あっ た らし く て な 。 鉱山 の 拡張 に 反対 し て いた 土地 の 神父 が 、 暴 徒 の 毅 撃 

を 受け て 欧 ん だ そう だ 。 あ の 時 、 商 人 は “聖職 者 を 殺し て 、 呪 い が 起 き な け れ ば 

いい が ガ が” と 稚 え て お っ た よ | 

| その 神父 の 呪い だ っ て の か ? 1 

「 わ か ん な い が ね | 

プス ティ ン 捉 山 は エス テリ ア に 繁 栄 を も た らし て いた が 、 そ の 影 で 悲劇 も 生ん 

で いた の だ と 私 た ち は 各 っ た 。 

器 朝 も 、 私 は 水平 線 に 浮か ぶ エ ステ リア の 影 を 見 つめ て いた 。 

あの 島 の 噂 を 聞け ば 聞く ほど 、 あ の 島 に 渡っ て みた いと いう 思い は 強く な っ 

た 。 私 は 自分 の 求め る 目 険 が 霞 の 向こう に ある と 信じ た 。 ノ ソート ン に は 、 そ ん な 

私 の 気持 ち が わ か っ て いた よう だ っ た 。 

| エス テリ ア の こと が 、 そ ん な に 気 に な る の か ? 1 

機 橋 に 立ち 、 霞 に 目 を 凝ら す 私 に 、 い つの 間 に か 後ろ に 来 て いた ノー トン が 戸 

を 掛け た 。 

| そろ そろ 仕事 に か か る ぞ 」 

ロ さ 



人 し \ て 樽 置 き 場 に 向 お うと し た 私 を 被 は 呼び 止め た 。 

| 和 宿屋 の ビク セン か ら 聞 いて いた が 、 お 前 は 冒険 を 探し て いる そう じゃ な いか 。 

お 前 が も し 、 エ ステ リア に 計上 あう だ な ん て 考え て る ん な ら 、 俺 の や る こと は 一 つ 

3 半 寺 二 語 に rLCEPG2 れ LGS は ニー PIEEHPCNUPRGI CONSOaCmPI ai に 征 EE 半 

細則 2 間 KGSN コ YS SS な 、 人 に は 理屈 じゃ な い 、 定 め っ て 
BAGRSNRMPNK2 の 7 で 式 | な し 1。 全 H 押 は 少し ば か : 『) . 5 | し 固 ] 日 な ョ 人 本 

時 エビ リク ybi の 導 2 ee 

港 の 仲間 た ちゃ も 気 を 利 か な せ て くれ た の か 、 少 し 離れ た テー ブル で 騒い で い 

ロ 吐 



Ancient Ys vanished “" 

| 今日 も 、 エ ステ リア の 方 を 眺め て いた な 。 や め と き な 。 あ の 国 へ 行き た い だ な 

ん て 思う の は 。 命 を 落と し ちまう だ け だ ぜ ] 

炒め た ジャ ガイ モ を 口 に 連 び な が ら ア ノー トン は 話 を 続け た 。 

| ビク セン か ら 聞 いた ろ 。 あ そこ へ 向かお うと する 船 は 、 み ん な 履 に 遭っ て 海 の 

深層 に な っ ちまう ん だ 。「 履 の 結界 」 を 抜け よう だ な ん て 、 と う て い 無理 な 話 だ 」 

ノー トン は 口 の 中 の も の を 腹 に 収め る と 、 ナ プ キ ン で 口 を 拭っ た 。 

5 だ うまく し て 故 れ た と ころ で 、 お 前 は エス テリ アバ 行っ で 伺 和 を まる 

も り だ 7 行っ て は みた けれ ど 、 無 事 に 着い て 良かっ た ね 、 っ て も ん じゃ な いん 

だ ぜ | 

ノー トン の 言う こと は も っ と も だ っ た 。 正 直言 っ て 、 私 は それ まで 『 嵐 の 結界 」 

を 渡り 、 エ ステ リア に 行く こと 以外 、 何 も 考え て いな か っ た 。 沸き 上 が る 好奇 心 

の まま に それ を 望ん で いた が 、 そ の 先 で 何 を する つも りな の か 、 そ の 行動 に どう 

いう 意味 を 見 出す の か な ど と いう こと は 、 全 く 念 頭 に な か っ た 。 

| それ みろ 。 そ ん な 考え じゃ 、 無駄 死に する だ け だ な ] 

自分 で も 、 う まく 説明 で き な か っ た 。 た だ 、「 悪 魔 の 塔 』 を 見 た あの 日 か ら 、 

^ 価 か を 感 じ て い た の は 確か だ 。 そ れ は エス テリ ア の 噂 を 聞く 度 に 胸 の 底 か ら 

渡れ" と 導き + す よう な 訳 の わか ら な い 感 覚 と し て 押し 寄せ た 。 

私 は 騒が し い 酒 場 か ら 意 識 を そら し 、 自 分 の 想い を 整理 し て みた 。 

幼い 日 、 村 の 峠 を 越え を よう と 思っ た と き の 気 持ち 。 冒 険 に 憧れ て 村 を 出 た も の 

の 、 こ れ ま で 一 度 も 冒険 らし い 冒 険 に も 巡り 合っ て いな いこ と も 。 プ ロマ ロッ ク 

を 見 下る す 峠 か ら 初 め て ドゥ アー ル 海 を 見 た と き の あ の 感覚 。 そ し て 『「 悪 魔 の 塔 

を 見 た と き の 衛 撃 。 ア フロ カ が 紛争 の 最 中 で な けれ ば 、 プ ロマ ロッ ク に 寄る こと 

も ちな か っ た に 條 い な い 。 

目 分 の 感情 か ら 考 えれ ば 、 旅 を 続け て 東 キ た の は 、 た だ 珍し いも の を その 目 で 見 

だ たい と いう だ け の 理由 だ っ た の か も 知れ な い 。 だ が 、 そ れ だ け の こと な ら 、 エ ス 

テリ ア に これ だ け 封 着 を 持つ こと は な いと 思っ た 。 い つ し か 私 は エス テリ アー… 渡 

る こと に 、 別 の 意味 を 見 出し て いた 。 「『 嵐 の 結界 』 を 渡る こと が で きれ ば 、 そ の 先 

に 自分 の や る べき こと が ある よう に 思え た の だ 。 ま だ まだ 旅 を 始め て 浅かっ た 

らら 



が 、 こ れ ま で の 旅 で 、 お ぼろ げに だ が 、 判 りか け て きた こと が あっ た だ た 。 そ れ は 、 言 

華 に すれ ば 、 ご く 当 た り 前 の こと だ 。 こ の 世界 に は 人 の 意志 と 、 そ れ 以 外 の 力 が 

働い て いる と いう こと だ 。 例え ば 、 遇 EEE Ip| 

フロ カ に は 行け な か っ た 。 事 を 返せ ば エス テリ ア に 行く つも りな ど な か っ だ の 

人 NN 
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も る か か わら ず 。 何 か が 自分 を エス テリ ア に 導 こ うと し て いる よう に 思え た 。 

言葉 に 詰まり な が ら も 、 私 は それ ら の こと を 正直 9 し て 品 つ け て みた 。 

ノー トン は 釧 に 手 を や り 、 少 し 考え て か ら こ う 言 っ た だ 。 

[けど な 、 お 前 だ け じ ゃ な く 、 船 で エス テリ ア に 向っ た 多く の 者 た ち が 、 お 前 と 

同じ 気持 ち で 行っ た の か も 知れ な い ぜ 。 だ が 、 奴 ら の 船 は 沈ん だ 。 そ れ で も いい 

の か いす 『] 

[それ で も いい 。 そ れ で も …… そ れ で も 僕 は 行き た いん だ 」 

簿 は 自分 の 思い を 確か め る よう に 噛み 締め な が ら 、 ノ ー ト ン の 目 を 見 て 答え た 。 

ノー トン は 私 の 目 を 見 て 、 私 の 瞳 の 中 に 何 か を 見 つけ 出 そ う と し て いる よう 

だ っ た 。 真剣 な 表情 で し ば らく 見 入る と 、 や が て 、 小 きく 笑っ て か ら 、 私 の 肩 を 

き な 手 で 叩い た 。 

人 賭け て みる か 。 お 前 に 船 を 一 媒 定 ろう 」 

その 信じ られ な いい 答え に 、 私 は 喜ん で いい の か 逆 に 戸惑っ た 。 た っ た 十 数 日 、 

緒 に 働い た だ け の 人 間 を 信じ 、 高 価 な 船 を 与え を る と 言う 。 あ っ け に と られ た 私 に 

ゾー トン は 続け ただ 。 

「 た だ し 、 そ れ 以 上 は 手伝わ な い 。 お 前 が 死ん で も 葬式 も 出 き な い 。 ま し て 、 明 

日 に た っ て 、 や め る だ な ん て 言い 出し た ら 、 船 の 代金 は きっ ちり 払っ て も ら う ぜ 。 

ちょ うど 、 お 前 が これ まで に 稼い だ 金 と 同じ 額 を な ] 

"や ぬ め ぬる" だ な ん て 言う わけ が な か っ た 。 私 は 心 ら ノー トン に 感謝 し た 。 

ね 器 
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毅 中 の 朝 | 

_ 登 朝 、 育 く 剖 み 渡 っ た 潤 に 、 純 日 の 飛び 石 を 英 り ば め た よう な 雲 が 、 い くつ も 

兆 ん で いた 。 西南 の 海 の 彼方 に は 形 の 出来 始め た 入道 千 も 見 える 。 北 の エス テリ 

ア 7 の 退 り は 、 そ こ だ け 醒 に 包ま れ て 、 何 も 見 えな か っ た 。 今日 も 緒 く な り そ う だ 

っ 7 だ ら 

出発 の 準備 を 整え て 港 に 行く と 、 一 隻 の 小船 が 村橋 の 先 に 留め られ て あっ た 。 

機 橋 に は 話 を 聞い た 港 の 仲間 が 私 を 見 送 ろ うと 待っ て いた 。 ノ ー ト ン は 勿論 の 

こと 、 和 宿屋 の ビク セン も 、 水夫 も 漁師 も る 、 プ ロマ ロッ ク で 知り 合っ た すべ て の 人 

た ち が 約 出 で 駆 けつ け て いて くれ た 。 

| どう だ アド ル 、 い い 船 だ ら ろ ] ノー トン は 人 垣 を 挿 き 分 け て 私 の 前 に 立っ た 。 

| ボニート 漁 "に 使う 漁師 の 船 だ 。 一 人 で 操る に は 手頃 な 大 きき で 、 そ こい ら の 

船 よ り は 数 憶 麺 と き て る 。 ま だ 、 名 前 も つい て いな い 出 来 立て の 船 だ 。 ち っ と 

や そっ と の じ ゃ 、 ぴ びく と も る も しない ぜ | 

[あり が と う 、 ノ メー トン さき ん | 

「 お っ と 、 礼 な ら 皆 に 言っ て くれ 、 俺 は 話 を まとめ た だ け だ 。 こ の 船 は 、 こ この 

江 で 金 を 出し 合っ て 、 注 文 し て た 漁師 に 話 を つけ て 護っ て も ら っ た ん だ | 

| 注文 し て た 漁師 っ て の は 、 俺 だ ! | 漁師 が 威勢 よく 叫ん で 笑っ た 。 

機 橋 の 上 に 、 ど っ と 笑い の 油 が 起こ っ た 。 

| 弟 、 あ り が と う 。 何 て 言っ て 、 お 礼 を 言っ た らい い の か …… 言 葉 が 出 な いよ | 

私 は 本 当 に 言葉 も 出 な い ほ ど 嬉 し か っ た 。 よそ者 で 、 し か も まだ 若く 、 冒 険 へ 

の 憧れ し か 持た な い 私 に 、 こ れ だ け 多 く の 人 々  が 何 か を 賭け て くれ だ た 。 集 まっ た 

人 人 々 は 、 何 一 つ 見 返り を 求め て いな か っ た 。 

| 俺 が その 気 に な っ た の は “「 嵐 の 結界 』 を 渡る こと が で きれ ば 、 そ の 先 に 自分 の 

や る べき こと が ある よう に 思え る " そう 、 お 前 が 言っ た か ら だ 。 俺 た ちゃ 、 何 を 

や る に も ゃ も 夏 魔 が 人 る 。 今 の 御 時 勢 、 港 で 取り 引き する の だ っ て 、 胸 くそ 悪い ロム 

ン 帝 国 の 妨 ら の 許可 が 必要 だ 。 そ れ だ け じ ゃ ね ぇ 、 望 む 仕事 に つき た いと か 、 あ 

の 娘 と 仲良 く な り た いと か 、 旅 を し た いと か 、 何 で も そう だ 。 や り た いこ と に は 

生 ア 



必ず 横 栓 が 入る 。 それ で も 傷 た ち は 、 い つも 、 い る ん な こと を 羽 み 焼け る 。 い づつ 

uH INEDUUOUO0e SEO 二 BEE IE きき 旧 Or lie 

前 だ け の 購 け じゃ な い 。 お 前 が 『 履 の 結界 』 を 渡る こと が で きれ ば 、 俺 た ち 全 昌 が 

周 け に 勝つ の き 。 お 前 が 「 嵐 の 結界 』 で 日 分 を 計る うと し て いる の と 同じ よう に 

id 生 eSHAE BISILuaysiE HISBE2AOOU GUK PIE DO eo こら ー 

と が 尋 し いっ て の も ある 。 だ か ら 、 お 前 は 気 に す る こと は ね え 。 お 前 は エス テリ 

SEEPG 議 2EPUUUOPI の を ーー こら apeeo to と の Un 

ia 

あの 時 共 メ ー ト ン の の 千葉 は 、 も 高明 に 想い 出す こと が で きる 。 邊 の 本 当 の 

四 険 の の 始まり は 、 役 直 え で くれ だ た と 語っ て も 過 講 で は な いい 。 

El ad ME DA 呈 人 有 度 で せ に 回 飯 を SU hn 5 は 

は 、 私 に 武器 を 持っ て いる か と 聞き 、 還付 き の 短 剣 を CS 

基 は 一 人 分 の 僅か な 区 物 を 般 に 載せ せる と 、 放 上 で 必要 に な り そ う な 物 だ け を 本 

に つけ で 、 船 の 過 を 店 げた だ 。 

「 も し 、 左 事 に 生き て 帰れ た ら 、 あ の 国 で 何 が 起こ っ た の か 教え て くれ 「 

進み 始め た 般 に アー トン が そう 過 ん だ 。 村橋 の 人 々 が [を に 油 励 の 言葉 を 投げ 

掛け て くれ た 。 私 は 胸 に 孝 い も の を 距 じ 、 価 麻 も それ に 記 え 、 喉 が 本 れる ほど HH 

の INDie 

NE …『 

* さ は 吉 ニ ー ト 通 * で ダリ に 人 坦 寺 還 料 抽 恒 。 本 の TUITHJ 0 

お 
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嵐 の 結界 

ー 羽 の 白い 海 島 が 、 船 を 追い 掛け る よう に 上 空 を 付か ず 離 れず 旋回 する 。 

船 は 小 一 時 間 ほ ど で プ ロマ ロッ ク の 港 が 目視 で き な い 場所 まで 進ん だ 。 午 前 中 

の 風 は 順調 で 、 適 度 な 風 を 受け た 麻 色 の 帆 は 、 膨 らん だ まま 、 音 を 立て て 岩 え た 。 

海面 を 進む 船 筋 が 二 本 の 線 と な っ て 、 起 の エス テリ ア に 向い て いた 。 初夏 と 言っ 

て も 海 の 上 は 真夏 同様 だ っ た 。 昼 に 近づく に つれ 、 容 赤 な い 太 陽 が ドゥ アー ル 海 

の 水温 を 上 げ 、 海 面 に 反射 する 放射 熱 と 生 の 太陽 の 日 差し が 私 を 租 っ た 。 時折 渡 

し ぶ き が 跳ね て 体 を 潜 ら し た 。 ぶ き は ペタ つい た が 、 体 の 雪 を 故 い 取っ て くれ 

。『 嵐 の 結界 ] は 必ず 道 を 阻 も うと する だ ろう 。 気がつけ ば 、 船 に つい て 来 て い 

た 二 羽 の 海 島 も 、 い つ し か いな く な っ て い 大 。 私 は 少し だ け 、 話 し 相手 を 突っ た 

よう な 寂し さき を 覚え た 。 

MM う エ ステ リア の 方 向 は 、 相 変わ ら ず 霞 で 何 も 見 えな か っ た 。 太陽 が 真 

に 来 た 時 、 位 置 の 確認 を し た が 、 大 陸 の 雪山 の 峰 や 岬 の 位置 に ズレ は な か っ た 。 

だ だ 、 上 見 えな い の は エス テリ ア だ け だ 。 エ ステ リア は プロ マロ ッ ク の の 基 か ら 北 に 

40 ク タリ メラ イ の 位置 に ある 。 港 で 得 た 情報 の 通り な ら 、 そ ろ そ ろ 「 如 の 海 」 の 圏 

内 に 入る 頃 だ っ た 。 私 は ビタ セン に 貰っ た 固 飯 を 食べ 「 属 の 結界 』 に 民 え た 。 

し ば らく 進む と 海 の 量 色 が 変化 を 見 せ た 。 目指 す 方 向 の 海面 が 目 に 見 えて 白 み 

始め 、 ま る で 朝 杉 に 包ま れ た 潮 面 の よう に な っ た か と 思う と 、 き ら に 白き は 強 ま 

り 、 曰 乳 色 め 空 入 和 それ は 自分 の 船 の 1 メラ イ 先 し か 見 

こと が で き な い ほど の 視界 で 、 霞 どこ ろか 、 深 い 山 の 中 で し か 出 壮 え な いよ う 

な 霧 だ っ た 。 初夏 の 晴天 の 海 が 、 瞳 く 間 に 、 船 乗り を 死に 指 く 精 窟 倒 説 に ある よ 

うな 、 深 い 病 の 海 へ と 変わ っ た 。 

船体 を 打つ 渡 が 強く な り 、 何 も 見 えな い 白 い 世 界 の 中 で 、 船 が 激しく 揺れ た 。 流 

が 大 きく な っ て いる 。 追 い 渡 の うねり に 含 わ せ て 昇降 する 船体 が 、 水 っ た 斜面 を 

肖 る 小石 の よう に 加速 度 を つけ て 流れ た 。 山 に 繋が る 縄 を 握っ た 手 に 力 が こも っ 

ロロ 



_ Pincient Ys Vanished 

上 

た 。 そ れ で も 、 ま だ 、 郁 と 高 渡 だ け だ 。「『 嵐 の 結界 』 は 始ま っ て いな い 。 想像 以上 

の 揺れ に 、 私 は 帆柱 に 目 分 の 体 を 括り 付け た だ た 。 こ うし て お け ば 、 激 し い 所 れ に 毅 

われ て も 、 船 か ら 放 けり 出 き れる こと は な いと 、 ノ アー トン か ら 教 えら れ て いた か ら 

だ 。 そ の 信 端 、 高 渡 に 押し 上 げ られ だ た 和 体 が 大 きく 上 時 し 、 渡 起 船 底 を すり 抜け 

た か と 思う と 、 船 が 宙 に 浮い た 。[ H 濁 の 序 の ) 中 を 船 は 落下 し た 。 落ち る 吉 度 も 、< 

の 高き も わか ら な か っ た 。 目 に 見 える の は 白 一 色 で 、 落 下す る 感覚 だ けが 私 を 

前 っ た だ 円 が 類 の 横 を 流れ 、 そ れ を 抜け た 皮 間 、 0 の 海 に 叩き つ 

けら れ た 。 真 下 か ら 脳 天 に 衛 撃 が 突き 上 げた 。 こ の 衛 撃 に は 何と 25 ES 

務 を 抜け た 先 こ そ が | 嵐 の 結界 1] だ っ た 。 そ れ は 有 雨 に 煙 る 狂気 の 海 だ っ た 。 久 色 

の 暗雲 は 稲光 と 雨 の 矢 を 吐き 出し 、 渡 は 丘 の 小山 より も 大 きく 盛り 9 上 が っ た 。 婁 

唱 ょ 十 』 砂 障 | が 5、 耳鳴 h の よう | に 新 い * ず アー。 

1 に 還 

ES wa 

ト 」 リ 財 「 

ア 1 



まる で 船 は 、 波 に 弄 ば れる 落ち 葉 の よう だ っ た 。 船 に 猛烈 な 勢い で 水 が 汐 ま り 

始め た 。 こ の まま で は 、 い つか 浸水 し て 沈ん で し まう か 、 大 波 に 弾 か れ て パラ ン 

ス を 失い 転覆 し て し まう だ ろう 。 そ う 思 っ て も 、 荒 れ 狂 う 海 の 上 で 、 為 すす べ る 

な か っ た 。 船 は 大 渡 を 滑り 降り る 問 も な く 、 次 に 生ま れ た 大 渡 に 弾 か れ 、 角 ー 先 か 

ら 海 面 に 突っ 込ん だ 。 そ の 途 端 、 海 上 の 騒が し き に 代わ り 、 物 凄い 水流 が 私 を 名 
トト 

ん だ 。 油 に 翻弄 きれ 、 船 は 海 の 重 圧 に 音 も な く 《 砕 け 散 っ た 。 監 色 の 海 の 中 、 い く 

つも の 細か い 泡 が 広がっ て 行く ……。 

私 は 薄れ ゆく 意識 の 中 で 、 そ ん な 情景 を 見 て いた 。 

か 
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エス テリ ア 漂 着 

夜 が 明け よう と し て いる 。 海原 を 望む 砂浜 は 、 昨 日 の 浅 と は 打っ て 変わ っ て 、 
租 や か な 朝 を 迎え よう と し て いた 。 ま だ 太陽 が 顔 を 出す 前 、 浜 辺 は 一 面 の 白い 霧 

に 包 ま れ 、 一 寸 先 すら 見 えな い 。 山側 か ら 朝 を 吾 ! 7 る 抽 守 い 風 が 吹き 、 哨 握 の 北 

に 林立 する 木立 を 優し く 揺 し た 。 そ の 風 は 木立 を 抜け 砂浜 の 霧 の 紋 銘 を 海 へ と 提 

や っ NIR り 空 に 、 双 子 の 月 

の が 学 か ん で いる 。 その 月 に 、 属 の な ご り の 里 雲 の 欠片 が が 正 、 東 へ と た ァ * 
ョ 丁 h 

計 マ ( ド 1 3 し いく 上 の 空 は 、 思 生か が ら 率 、 ピコ カカ * ら 示 mn 過 と 色 る を ・ 全 - ま = と さ 【 に 秋 | | が * 千 つ 

うと し て いる こと を 告げ て いた 。 天空 に 践 きれ た 星々 の 輝き が 、 焼 け 始 め た 薄い 

垂 の 中 で 一 際 美 し く 輝 いて 陸 還 ea 提 

ァ コ 



私 は 静か な 波 の 音 を 聴い て いた 。 全身 に 潮 水 の ベタ ベタ と し た 感覚 と 痛み を 感 

じ て い た が 、 も う 動 く 気力 も 消 か な か っ た 。 そ れ よ り も 、 ど こ か に 自分 の 体 が 流 

れ 着 き 、 止 まっ た と いう 放 増 盛 が 支配 し て いた 。 太 陽 が 昇る まで 、 う つ 伏 せ で 倒 

時 に つた だ た 。 どう や っ て 助かっ た の か は 賞 を てい ない 。 必死 で も が いで て 

船 の 木片 に 掴ま り 、 そ し て きら に 流 き れ て 、 気 が つい た ら 、 木 片 か ら 手 を 放し 、 希 

拍 ら し き 場 所 に 遣い 上 が っ た 。 そ こ で また 、 意 識 が 遼 の いた 。 

や が て 、 海 を 砂浜 を 木立 の 森 を 、 こ の 世界 に 日 の 光 が 行 き 渡 っ た 。 森 の 奥 か ら 

間 を 弟 し む ヨ ナ キ ドリ の 高い 鳴き 声 志 聞こ えた 。 

起き て いる の か 、 寝 て いる の だ か わか ら な いま ま 、 和 は 倒れ て いた 。 太 陽 の 用 

し さ に 我 了 で きず 、 よ う や くく 立ち上がろ うか と 思っ た の は 、 昼 の 3 分 の 1 が 過ぎ 

だ た 因 だ っ た 。 

滴 ち 測 の 波 が 足 先 を 濡らし た 。 空 を 流れ る いわ し 雲 が 、 私 の 上 に 影 を 落と し な 

が ら 通 り 過 ぎ て 行く 。 風 は 暖か く 、 太 陽 は 真夏 の も の の よう だ っ た 。 白い 砂浜 は 、 

この まま 寝 て いる に は 時 し 過ぎ た 。 有 髪の毛 は 潮 水 に ら し た まま 電 き 、 バ サバ パ サ 

だ っ だ 。 衣服 も いた る 所 が 酸 れ て いる 。 こ の まま 寝 て いた ら 、 干からび て し まい 

そう だ っ た 。 波打ち 際 を 離れ 、 日 陰 の ある 木立 へ 向 お うと 決め た 。 立ち 上 が ら ろう 

と し た が 、 ぐ ら り と 倒れ た 。 気持 ちと は 裏腹 に 、 体 に は 命令 が 行き 届か な か っ た 。 

意識 の 半分 は まだ 宙 を 肖 い て いる 。 明るい 方 向 に 目 を 向け る と 、 目 の 前 に 火花 が 

NN に コピ リト 2 フツ ピー コート 

大 小 い くつ ゃ も の 漂着 物 が 散ら ば っ て いた 。 ほ と ん ど が 船 の 木片 の よう だ っ た 。 こ 

こ は 「 嵐 の 結界 』 か ら 吐 き 出 きれ た 物 の 流れ 着く 場所 らし い 。 

EMEAVENABRCESU 

いく ら 楽 天 家 の 私 で も 、 あ れ だ け の 履 に 揉ま れ て 気 を 失い 、 偶 然 流れ 着い た 先 

が エス テリ ア で ある と は 思え な か っ た 。 エ ステ リア な ら 「 塞 魔 の 塔 | が ある は ず 

だ 。 そ れ を 確か め る た め に 、 私 は も う 一 度 立ち 上 が る 協力 を 試み た 。 今度 は 体 が 

2 ゆっ くり と 慎重 に 立ち 上 が っ た 。 木立 の 森 に 視界 が 

度 ら れ て いた 。 私 は 砂浜 に 足 を 捕 ら ちら れ な が ら 、 ふ ら ふ ら と 歩き 、 森 の 向こう に あ 

中 
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る 岩山 に 目 を や っ た 。 それほど 移 動 す る 必要 は な か っ た 。 あ まり に も る 大き 過ぎ て 

所 つか な が か っ だ だ け な の だ 。 そ こ に は 、 依 じ ら れ な い は ほど の 巨大 な 物 が 、 天 空 に 

向っ て 八 え て いた 。 

「 エ ステ リア だ …… エ ステ リア な ん だ の er | 

その 共 は プロ マロ ッ ク か ら 見 た 時 より も 、 何 百倍 も の 風格 を 醸し 、 そ こ に 存在 

し て いた 。 く すん だ 青銅 色 の 岩 で 組ん で ある の か 、 日 の 反射 を 受け て 、 少 し 青み 
薄 び た 灯 き を 見 せ て いる 。 上 の 方 は そこ だ け 不 気味 に 集まっ た 渦巻く 黒 実 を 貫 
き 、 天 空 の 彼方 に 消え て いた 。 魔物 が 作っ た 「『 悪 魔 の 塔 』。 喝 われ た 国 エ ステ リア 

の 象徴 に 他 な ら な い 。 

| 嵐 の 結界 を 渡れ た ん だ 

私 は 込み 上 げ て くる 喜び に 療 れ を 忘れ 、 声 を 出し て 笑い 始め た 。 乾燥 し た 喉 が 

ビリ ビリ 痛ん だ が 、 し ば らく 笑い は 止ま ら な か っ た 。 

と に か く 、 司 を 始め る に し て も ゃ も 、 今 は 安全 な 場所 で 体 を 休め る こと が 先決 だ っ た 。 

私 は 動か な い 体 に 激 を 飛ば し な が ら 、 な ん と か 最初 に 定め た 木立 の 影 ま で 移動 

し て 、 海 を 眺め 、 尻 餅 を つい た 。 

水平 線 の 向こう に 万 年 委 を 被っ た 峰 を が 見 える 。 そ れ が 、 昨 日 まで いた プロ マ 

ロッ ク の ある エレ ン ア 大 陸 だ っ た 。 見 通し が 格別 に いい 。 あ ちら か ら は 毎日 眺め 

て いて も 、 い つも 区 を 通し て で し か 見 えな か っ た の に 、 こ ちら か ら 見 る と 、 く っ 

きり と 見 えた 。『 嵐 の 結界 』 の 内 側 と 外側 と で は 見 え 方 が 達 う の か ? それ と も る 

「 嵐 の 結界 」 が 荒れ 狂っ た 翌日 は 、 い つも 舗 まる の だ ろう か ? 見 当 も つか な か っ 

MEDO 

日 が 真 南 に な る まで 休み 、 私 は 行動 を 開始 し た 。 疲 れ は 残っ て いた が 、 動 き 回 

れる くら い に は 回 復 し た 。 昨 日 用 意 し た 背 袋 に は 冒険 に 必要 な 様々 な 物 を 入れ て 

お いた が 、 船 と 一 緒 に 消え て し まっ た 。 自分 の 持ち 物 は 身 に つけ て いる だ け の 物 

し か な い 。 出発 の 時 、 水 夫 に 貰っ た 短 呈 だ けが 腰紐 に 固く 結ば れ 、 唯 一 の 所 持 品 

ご し て 残っ て ゆい 諾 。 

アロ 



私 は 白い 砂浜 を 東 へ 歩い た 。 長 き 1 クリ メ ライ ほど の 砂浜 は 、 半 時 も あれ ば 、 す 

べ て を 歩く こと が で きた 。 本 浜 の 東端 か ら 赤 茶 け た 縮 壁 が 続い て いる 。 崖 は そこ 

か ら 有 曲 紳 を 捕 いて 、 き ら に 東 へ 続い て いた 。 岩 恋 ど こま で 続い て いる の か 興味 を 

持っ た が 、 喉 の 湯 き が それ を 許 き なか っ た 。 声 を 出 そ う と する と 忠 の 奥 が 火傷 を 

負っ た よう な 痛い 。 奪 われ た 水分 を 補給 する 必要 が あっ た 。 私 は 朱 を 探す た め に 、 

条 の 中 へ と 足 を 進め た 。 

NAK 地面 は ぬか る ん で いた 。 シ ン と 静 ま り 近 

、 和 生き物 の 気配 が まる で な い 。 島 の 難 り くら い 開 こ えて も いい も の だ が 、 聞 こ 

える の は 、 自 分 が ぬか る ん だ 地面 を 歩く ピ ビ チ ャ 、 ビ チャ と いう 音 だ け だ っ た 。 

し ば らく 北 へ 歩く と 、 水 の 流れ る 音 が 剛 こ え きだ た 。 その 音 『 に 先 を 急い で 

と 、 案 の 定 、 小 川 が 右 か ら 左 へ と 流れ て いた 。 中 で 吟 いで 渡れ る ほど の 小 き な 小 

川 だ っ た 。 よ ょ う や く 忠 を 潤す こと が で きる か と 思っ た 恋 、 ひど く < 濁っ て いる 。 手 

に 換 っ CALEPOTSUScz3RIEUROOS| 3 が 032EEDG7EEIESESSRTS2IEEUM|2XIuBSE7 

に 上 り 、 水 の 安全 を 確か め る こと に し た 。 や が て 木立 が まばら に な り 、 森 が 開け 、 

小さ な 泉 が 私 の 目 の 前 に 現われ た 。 源流 か ら 集 まっ た 小川 の 水 が 一 度 溜まる 場所 

な の だ ろう 。 直径 5 メラ イ 程 の 円 形 の 池 で 、 水 は 綺麗 に 澄ん で いた 。 私 は 泉 の 縁 

に 吐い た 。 一 度 に 水 を 腹 に 流し 込む と 誠 険 な の で 、 何 度 か うがい を し て か ら 、 顔 

を 洗い 、 それ か ら 堂 で 搬 え る 分 だ け を ゆっ くり と 飲ん だ 。 人 冷たい 水 が 喉 を 通り 、 腹 

の 中 に 注 が れる 。 座 た き に 、 頭 が 痛く な る ほど だ っ た 。 一 息 つ く と 、 そ の まま 腰 

を 隆 る し 、 濡 れ た 手 を ボロ ボロ に な っ た 服 で 拭っ た 。 ようやく この 時 に な っ て 、 息 

は 体 中 に 小さ な 悔 を 負っ て いる こと に 気づい た 。 海 の 中 で 衣 の 深 居 と 挫 ま れ た 時 

に MAASOD7ECG II 
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上 着 を 脱い で それ を 朱 の 水 で 荒い 、 手 拭い 代わ り に し て 、 体 に つい た 壇 を 拭っ 

た 。 か な り し みた が 、 喉 に 潤い が 戻っ た の で 深刻 な 痛み で は な か っ た , 

それ より も 、 こ こ が エ ステ リア だ と すれ ば 、 魔 物 や 野獣 に 対す る る 玲 民 を し て お 

く 必要 が あっ た 。 日 の ある うち に 、 民 家 に も 辿り 着き た い 。 私 は 腰紐 に 結 わ えて 

あっ た 短 風 を 外し 、 真 っ 直ぐ 伸び た 手頃 な 木 の 校 を 切り 落と す と 、 校 の 悦 度 を 

剥い で 縄 を 継 り 、 て の 縄 で を 校 の 先 に し っ か り と 結び 付け た 。 本当は 別 士 の 

持つ よう な 両手 持ち の 剣 が 欲し いと ころ だ っ た が 、 手 作り の 槍 で も 、 武 器 が な \7 か な し 

EEC SC だ つた 

栓 を 手 に 、 今 度 は 逆 に 、 小 川 に 添っ て 下っ た 。 民家 は 飲め る 水 の 近 くに ある も 

だ 。 そ う 自 分 に 言い 聞か せ て 歩く し か な か っ た 。 砂浜 か ら 入 っ て 来 た 方 角 は 覚 

Be 3 1 プー 『 は その 前 の 小 川 紋 別 | で | 凡 泊 【、 - じ 必 央 と と 時 ̂  疾 か 「 計 0 ES FE 



中 中 は 描 る や か に 下り リ 、 ほ ん の 少し だ が 、 左 へ 弧 を 描い て 流れ て いた 。 ひ た す 

ら そ の 流れ に 従っ て 森 を 進ん だ 。 

相 も 変わ ら ず 、 森 は シン と 静 ま り 返 り 、 川 の せ せ ら き と 目 分 の 足音 し か 聞こ え 

な ゅ 。 そ の 静 け き は 、 あ まり に も 不気味 で 、 ま る で 、 見 えな い 魔 物 に じ ら さ れ て 

ゅ いる よう な 感覚 だ っ た 。 向 こう は と っ くに こち ら の こと を 包囲 し て いて 、 い つ で 

も 間 い か か れる の に 、 私 の 行動 を 森 の 影 か ら 笑 み を 浮か べ て 見 て いる よう な 、 そ 

ん な 嫌 な 静けさ だ っ た 。 

突 峰 、 右 手 の 方 で が ガサ ッ と 茂み の 揺れ る 音 が し た 。 私 は 檜 の 矛先 を 音 の し た 方 

に 向け 身構え た 。 十 分 に 警 葉 を し て いた つも り だ っ た が 、 沈 黙 の 時 間 恋 余り に 多 

か っ た た めか 、 反 応 が 遅れ た 。 思 っ た 方 向 と は 、 ま る で 佑 う 方 角 か ら 何 か が 育 中 

に 飛び つき 、 前 の め り に 倒れ た 。 首 を 捨 っ て 見 る と 、 赤い 犬 狼 だ っ た 。 犬 狼 は 忠 

元 に 鋭い 好 を 立て よう と し て いる 。 咽 叶 に 私 は 飛び 起き 、 槍 を 大 きく 振る っ て 離 

れ た 。 背 中 に 激痛 が 走る 。 大 狼 は 振り 落と きれ る 一 瞬 の うち に 私 の 背中 に 爪 を 立 

re IN RNN いた 。 そ の 動き は 伯 か に 想像 を 越え を て いた 。 背 

中 が ル 昭 る うに 熱く な り 、 脈 打つ の を 感じ た 。 い つの 間 に か 赤い 大 狼 は 6 区 現 

UM NN 

億 EDR 

も 、 や が て 意識 が 遠く な り 、 大 狼 た ちの 餌食 と な る だ ろう 。 私 は 槽 を 椅 え た まま 、 

一 目 一 目 後 ず き っ 9 7 何と か この 状況 か ら 脱し 、 人 の い ゆる 場所 に 

辿り 着き た か っ た 。 漂着 で 失っ た 体力 に 鞭 打 っ て きた が 、 も う 歩 く の が 精 一 杯 

on as 

- 番 近く に ゅ いた 一 匹 が 、 た まり か ね て 私 に び 掛か っ て きた 。 私 は 腰 を 屈 ぬ め 、 そ 

の 大 狼 の 喉元 に 栓 を 突き 刺し た 。 そ れ は 見 事 に 命中 し 、 先 走っ た 夫 外 は 声 に な ら 

な いい 叫び声 を 上 げ 、 湿 っ た 地面 に 倒れ た 。 こ れ を 見 た 他 の 大 狼 た ち は 一 瞬 た じ ろ 

RE 状況 が 変わ っ て いな いこ と を 祭 し た の か 、 再び ジワ ジワ と 間 

合い を 詰め 始め た 。 信 の 攻撃 を 銚 せ た の は まぐ れ だ っ た 。 こ の まま 戦う どこ ろか 、 

本 寺 TEU 且 ERSEH7OENESIOEIGSGCRNICCSEI7SEDNIDeE 
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「 こ ん な 所 で 死ん で た まる か ……| 

た と え 、 戦 える 状態 で な く て も 、 戦 わな く て は 、 私 に 生き る 望み は な か っ た 。 私 
は 用 を 決め る と 、 槽 を 思い 切り 振る える だ け の 広い 場所 を 求め て 犬 た ち を 誘っ 
ーー 

PT 

大 狼 だ ちゃ も 私 の 行動 が 変わ っ た こと を 本 能 で 感じ た の だ ろう 3。 警戒 し 、 含 まで 

より は 中 離 を 志 い て 追っ て きた 。 私 は 小川 か ら 道 を 南 に 外し 、 砂 浜 へ 向かう 方 回 

【 こ ーー 大 引 た 『」 5 を 講 首 I 四 し 7 本 カカ ら 抜 | 了 出 せれ ば 、 7 が し は 優位 に 晶 々  る 5 ロ 森 の 木 漏 

| 

れ 日 が 広 き を 増し て きた 。 いつ 火 が つく か わか ら な い 戦 い を 引き 摺り な が ら 、 衝 

は 慎重 に 足 を 進め た 。 木 漏れ 日 が 直射 の 日 差し に 変わ っ た 。 砂浜 に 出 た 。 夫 狼 メ F な 

が 用 し さき さ に 馴れ る まで の 短い 時 間 が 、 私 に 残 きれ た 最後 の 勝機 だ っ た 。 
に 

ら カ 
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白い 砂浜 に 駆け 出る と 、 つ られ て 犬 邊 た ちゃ 太陽 の 下 に 駆け 出 た 。 そ の 機 を 逃 

きず 、 私 か ら 犬 狼 の 中 に 飛び 込ん だ 。 飛 び 掛 か っ て くる 大 狼 の 腹 を 槍 で 叶い た 。 体 

が 空中 に ある うち は 方 向 を 変え られ な い 。 そ れ が 大 狼 の 騙 点 だ っ た 。 残り は 4 区 

だ 。 大 狼 た ち は 分 散 し て 私 を 囲 も うと し て いた 。 砂浜 に 出 て 、 一 気 に 片 を 付け る 

作戦 だ っ た が 、 被 ら ゃ 私 の 作戦 に の る ほど 浅 提 で は な か っ た 。 私 の 周り を ゆっ く 

り と 回 り 、 ど う 、 人 息の根 を 止め て や ろう か 算段 を 始め た 。 体力 は 限界 に 遂 し て い 

た 。 日 の 照り 付け る 砂浜 に 出 た こと が 、 返 っ て 裏 日 に 出 て いた 。 意識 が 腰 腹 と し 

て きた 。 私 は 槍 を 水平 に 構え 、 ど の 方 向 か ら 襲わ れ て も いい よう に 神経 を 集中 き 

せる 。 あ と 4 区 。 それだけ を 考え よう と し た 。 

1 匹 が 喘 え る と 、 夫 狼 た ち は 一 斉 に 襲い 掛か っ て きた 。 私 は 最後 の 力 を 振 9 

絞っ て 柄 に 飛び 、 真一 文字 に 槍 を 振る っ た 。 1 中 の 蝶 と 、 も う 1 匹 の 腹 を 檜 は 積 

に 斬り 任 い た 。 和 上 に 落下 し 、 身 問 え し て 関 絶 し た 。 あと 、2 臣 だ mo 

戦い を 続け よう と する 気持 ち は 私 の 中 に 残っ て いた 。 _ 

だ が 、 こ こま で だ っ た 。 私 の 意識 は ふい に 遠 の き 、 砂 地 に 膝 を 付い て 、 ぐ ら り 
と 倒れ た 。 残 っ た 大 狼 た ち が よ だ れ を 垂らし な が ら 近 づい て くる の が わか っ た 。 

私 の 体 は 、 も う 寝 返り を 打つ こと きえ で き な か っ た 。 苦痛 すら 感 じ な い 。 

激しく 打ち 鳴ら きれ る ドラ の 音 の よう な 大 音響 も 静か に 聞こ えて きた 。 な ん の 

音 だ ろう ……。 意識 や 苦痛 まで も 失っ た 後 で 、 大 狼 に 自分 の 肉 を 食べ られ て いる 

首 だ ろ ウ カ * 2 必 

パコ が て # 目 1 記す 中 Ha ご 二 PP て 、 科 は 深い 深い い 眠 由 に 落ち に 

「 イ ィ イー スー 失わ れ し 古 代 王 国 』 冒頭 部 より (初版 原 区 を 翻訳 

8(J 
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較 ゲ ー ム 開始 の 前 に 

1. イー スエ ター ナル を 起動 する と き は 、 他 の アブ プリ ケー ジョ ン を 全て 終 Y さ 

IP に っ 間 

2 。 イー スエ ター ナル は 、 イ ー ス エタ ー ナ ル の CD-ROM が な いと 起動 する こと 

が で きま せん 。 イ ー ス エタ ー ナ ル の 起動 は 、 必 ず イ ー ス エタ ー ナ ル の CD-ROlM 

が CD-RODM ドラ イプ に セッ ト さ れ て いる 状態 で 行っ て くだ さ し )。 

3 。 イー スエ ター ナル の CD-ROM は 、 イ ー ス エタ ー ナ ル を ブレ イ す る パソ コン 

本 体 に 内 蔵 、 ま た は 直接 接続 され て いる CD-ROM ド ライ プ に セッ ト し て くだ さ 

い 。 ネ ットワーク 環境 で の プレ イ お よび イン ストール は で きま せん 。 

02920= コ 0D)521 に Sp に この 2 22 72725I907222 3 は HbUS2SHNUDZ 
リュ ー ム 設定 が 適当 か どう が 確認 し て くだ さい (BGM の 初期 設定 は 【CD】 で 
す ) 。 ポ リュ ー ム 設定 に つい て は P 1 10【 ボ リュ ー ム コン トロ ー ル を 確認 する 】 を 
1 だ SB 

アク ティ ブ デ スク トッ プ の 【Web ペ ー ジ で 表示 を ON に し て いる と 、 画面 

表示 が お か し く な っ た り 、 動作 が 異常 に 遅く な る こと が あり ます 。 ご この 場合 は 

【Wieb ペ ー ジ で 表示 】 の チェ ッ ク タマ ー ク を OFF に し て くだ さい 。 

5. [ゲー 開始 】 時 に 【 必 要 な 素 ※ 率 . 中 が 見 つか り ま せん 】 こい つう ラ エ ラー メッ 

セー ジジ が 素 示 され た 場合 は 、DirectX5 の イン スト ー ル が 必要 で す 。DireCtX5 の 

イン スト ー ル に つい て は P104 【DirectX5 の イン スト ー ル 】 を ご 覧 くだ さい 。 

画 動 作 環境 

OS : Windnws95 日 本 語 版 専用 
CPU : Pentium プ 48B6DX2 65MHz 以 上 (Pentium 100MHz 以 上 推奨 ) 

中 要 メ モリ :16IMBEU 上 

HDD 空 き 容 量 : 70MB 以 上 
ディ スプ レイ :640X480 ド ッ ト 以 上 256 色 表示 可能 

対応 音源 : Windows95 対 応 の PCM 音 源 CD-DA〆MIDI 音 源 (GM 規 格 ) 
CD-ROM ド ライ ブ :2 倍 速 以 上 

き 中 
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本 製品 に は DirectX5 を 添 付 し て お り ま す が 、 す で に DirectX2 降 を イン シン ストー 

ルル され て いる る 場合 は 、 本 製品 基 付 の DirectX5 を イン スト ー ル し な く て も 、 問 題 

な くく デレ イ し て いた だ 革 ま 年 。 

本 製品 添付 の DirectX5 は 、 イ ー ス エタ ー ナ ル の セッ ト ア ッ プ 時 に 自動 的 に イン 

ES] ニ 3023050 衣 00 

し て も 、 す で に イン スト ー ル され て いる DirectX と 置き 換 む る こと は こと は あり 

ませ ん 。 

本 製品 を 快適 に プレイ し て いた だ く た め に は 、 DirectDraw 、 DirectSound に 正 

規 に 対応 し た ドライ パ を 持つ ダラ フィ ッ ク ボ ー ド 、 サ ウン ド ボ ー ド が 必要 で す 。 

本 製品 添付 の ドラ イ バ で 正常 に 動作 し な い 場 合 に は 、 お 使い の パソ コン お よび 

ボー ド な ど に 対応 し た デパ イス ドラ イ バ を パソ コン お よび ボー ド な どの 製造 元 
か らら 入手 し 、 組 み 込 ん で いた だ く 必 要 が あり ます 。 ご 了承 くだ さい ヽ 。 

本 製品 は Windows3.1 、WindawslNIT で は 動作 し ませ ん 。 

らら 

上 BUG19 王 上 



田 セ ッ ト ア ッ プ と ゲー ム 開 始 

画 記 動 

WindQowS95 を 起動 し 、 イース エタ ダー ナル の CD-RUM を CD-ROUlMM ドラ イブ に 

ゼ セッ ト し ます け 

ma。 | セッ ト 後 し ば らく する と 自動 的 に 起動 画面 が 表 
示さ れ ま す (オー トブ レイ 機能 を ON に し て い 
名 協 勇 名 . ) 。 

オー トブ レイ 機能 を OFF に し て いる 場合 は 、 マ 

el ピュ コー ツタ 和 を 開き 、 じ DEROM ドラ イン 

【YS1__ WIN】 を ダブ ルク リッ ク し ます 。 

エタ ー ナ ル の CD-ROM を CD-ROM ド ライ ブ に セッ ト し な いで 起 

る と 正常 に 動作 し ませ 上 ん 。CD-ROM を セッ ト し な いで 起動 し て し 

| まっ た 場合 は 、 【 終 了 】 を タリ ッ ク タ し て イー スエ ター ナル を 

経 了 し 、CD-HOM を セッ ト し た 状態 で 起動 し 直し て くだ さい 。 

田 セ ッ ト ア ッ プ .… イ ンス トー ル 

イー スエ ター ナル を 起動 し 、 起 動画 面 の 【 セ セットアップ 】 を クリ ッ ク し ます 。 

画面 の 指示 に 従っ て イン スネ ストール し て くだ さい )。 

較 ゲ ー ム 開始 

1. イー スエ ター ナル を 起動 し 、 起 動画 面 の 【 ゲ ー ム 開始 】』】 を クリ ッ ク し ます 。 

の 0 持 15。 【 必 要 な * ネ キネ .dll が 見 つか り ま せん 】 と いう エラ ー 

メッ セー ジ が 表示 され た 場合 は 、DirectX5 の イン スト ー ル が 必要 で す 。 

ンス トー ル 方 法 は P104 【DirectK5 の イン スズ トール 】 を 選 覧 くだ さい 。 

きら 
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NEW GAME 

初 めか が ら ゲ ー ム を 開始 し ます 。 

IEW _ GAME] の 立 字 に カー ジル を あわ せ ク ク 

リッ ク す る と オー プ ニ ン グ が 始ま り ま す 。 オ ー 

プ ニ ン グ が 引 了 する と ゲー ム 画 面 が 表示 され ま 

す 。 オー プ ニ ン グ を と は す と き は 画面 を ウリ ッ 

上 泊 お 80 

LOAD 

続き か ら ゲ ー ム を 開始 し ます 。【LOAD】 の 文字 に カー ソル を あわ せ ク リッ ク 
する と デー タダ 一 覧 が 表示 され ます 。 続き を する デー タ に カー ソル を あわ せ ク 

MNO の (GIIREII 

志 境 設定 
栖 々  な 設定 を 行 つ こと が で きま す 。 加 項目 に つい て は P94【OPTIOIN】 を ご 覧 
ーー デ ーー 

記 商 

画 削 除 .. ア ン イ ンス トー ル 

1. イー スエ ター ナル を 起動 し ます 。 

2. 起動 画面 の [削除] を クウ クリック し ます 。 

3. 確認 メッ セー ジ が 表示 され ます 。【IOK】 を ウリ ッ す る と 削除 (アン アイ ンス 

トー ル ) され ます 。 

イー ヌス エ ター ナル 圭 再 度 イ ンス ズ ストール する 場合 は 羽 す ず イ ー ス ヌ エ ュ ター ナナ 

ル を 起動 し 直し て か ら 行 っ て くだ さい 

褒 ア 

| 己 U1 コ 49 よ 



田 マ ウス と キー ボー ド の 機能 

se な alD に EN AA ギュ seele20RZ ED まち らら が か っ 方 で 

も 、 併用 で も ブ プレイ する こと が で きま す 。 

園 マ ウス 

クリ ッ ク ( 左 ク リッ ク ) 
| キャ ン セ ルー つ 前 の 状態 に 戻る 
| ウィ ンド ゥ を 閉じ る 

アイ テム を 使う 
| アイ コン の 表示 (セー プ 、 ロ ー ド な どの 実生 

「 カー ソル を 画面 の 1 番 下 へ 
9 ee 蘭 下 へ 移動 アイ コー に つい で て は PEg【 ア イコ ン 】 を 選 覧 くだ で い 

田 キ ー ボ ー ド 

矢印 キーー ゲ ー グ 1) | 穫 印 の の 方 瑞 必 移動 

| テン キー4/6/8/2 4= 左 //B= 右 / ロ = 上 2= 下 へ 移 
計 | 決定 、 実 生 

| Pl 663 Sc3h・ 

| | キャ ン セ ルプ ひと つ 前 の 状態 に 戻 名 

ESC デ テン キー0 ロ 0 ウィ ンド ゥ を 義 じ る 

メイ シメ ニ 

RETURNENTER 

] INVENT ( Imー 志 。 エー 

TAATUS の 表示 、 非 表示 

OPTION の 表示 、 非 表示 

一 上 7ー ーー ニーー 考 素
 示 

FR れ ま ます 

生ま キー また は デジ 

エー 



画 ゲ ー ム 画面 で の 操作 

主人 公 ア ドル を 操作 し て 冒険 を 進め ます 。 

閣 

主人 公 ア ドル 較 呈 

まや = と 天 <: es と に ーー [ 

ーー "ーー ーー ーー が ・ Eo 
グン 、 er 

ー 較 間 

アド ル の 移動 
マウ ス の 左 ポ タン を 押し て いる 間 カ ー ソ ル の 方 向 に 移動 し ます 。 

ポタ ン を 離 す と 立ち 止ま り ま す 。 「 

左 ポ タン を 素早 く 2 度 押す (2 度目 は 押し 続け る ) と 走る こと が で きま す (キー 

いい ーー モン スズ ター の HP 
5 me 『ーーー ーーーーーー 

We TEIONNES ま 1 ャ RI 
記 旧 0 

きら 
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移動 方 法 の 変更 
【OPTION】 の 【 操 作 入力 】 の 【 歩 き 方 1 を 【 カ ー ソ ル に 向かう 】 に 設定 する と 、 

左 ポ タン を 押さ な く て も アド ル は カー ゾル の 方 向 に 自動 的 に 移動 し ます 。 
この 設定 の と き 、 ク リック また は カー ソル を アド ル に 近づけ る と 立ち 止ま る 

こと が で きま す 。 カ ー ソ ル を 遠く ぐ へ 放す と 、 カー ソル の 形 が 変り 走る こと が 

TOTsE TP 

移動 方 向 の 変更 
【OPTION】 の 【 操 作 ・ 入 力 】 の 【 移 動 方 向 】 で 方 向 を 限定 する こと が で きま す 。 

【4 方 向 】 は 上 下 左右 の み 、【[8 方 向 】 は 上 下 左右 、 左 上 、 右 上 、 左下 、 右 下 の 

み 移動 が 可能 で す 。 

話す 
話し た い 相 手 に ぶつ か り ま す 。 ま た 、 特 別 な 場所 で は メッ セー ジ が 表示 され る 
こと も あり ます 。 

攻撃 
攻撃 し た い モ ンス ター に ぷ ぶつ か り ま す 。 ア ドル が ダメ ー ジ を 受け る と は ね 飛ば 

押上 [ 六 ) に 22520MESUINSUMIE22SES 人 OVERGOCCS25 

メー ジ を 受け ず に 攻撃 する こと が で きま す 。 

HP の 回 復 
HP は 、 町 や 村 、 草原 で 何 も せ ず に じっと 立ち 止ま っ て いる と 回 復 し ます 。 神殿 

の 奥 や 廃 塊 な ど 、 立 ち 止 まっ て も 回 復 し な い 場 所 も あり ます 。 ボー ショ ン や リフ 

ング な ど を 使っ て 回 復 す る ご こと も で きま す 。 

アイ コン の 表示 
カー ゾル を 画面 の 1 番 下 に 移動 する と アイ コン が 表示 され ます 。 ア イコ ン に つ 

いて は P92 【 ア イコ ン 】 を ご 覧 くだ さい)。 

アイ コン は ファ ンク タ シ ョ ン キ ー に も 対応 し て いま す 。 対応 に つい て は P88 【 マ 

ウス と キー ボー ド の 機能 】 を ご 覧 くだ さい 。 

ビ 」 
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武 問 や 防具 の 装備 
イー スエ ター ナル で は , 吉 畜 や 防具 を 手 に 入れ て も 自動 的 に 装 備 ざさ れる こと は 

あり ませ ん 。 志 宙 人 や 防具 を 手 に 入れ た らら 、 忘 れ す に 【Equip] を 実行 し 装備 し ま 

し ょ う 。 装 情 功 方 法 は PBZ 【Equipl を ご 覧 く だ きい 。 

アイ テム を 使う 
持つ て いる アイ テム を 使っ た り , 確認 する 場合 は INVENT】 を 実行 し ます 。 

ィ イー スエ ター ナル で は 、 委 な どの 持っ て いる だ け で 自動 的 に 効果 を 発揮 する も 

の と 、 使 わな いと 効果 を 発揮 し な いも の が あり ます 。 アイテム の 使用 方 法 な ど 

は PS93 IMNVENTI を ご 覧 くだ さい 。 

扉 、 宝 箱 を 開け る 
尾 や 宝 引 の 正面 に ぶつ かがり ます 。 た だ し 、 鍵 が 無い と 開か な いも の も あり ます 。 

必要 な 委 を 持つ て いれ は 正面 に ぶつ か る だ け で 開き ます 。 

Eee 
【SAVE」 を 実行 し ます 。 ポス と の 戦闘 以外 は 、 ど こ で も セー プ ブ す る こと が で き 
ます 。 

ョ 1 

| ロ 1 コ 1 避 呈 上 



田 ゲ アイ コン 

画面 の 1 番 下 に カー ソル を 移動 する と アイ コン が 表示 され ます 。 

実行 し た し 項目 充 タ リッ クレ し ます 。 ア イコ ン は ファ ンタ ショ ン キ ー に も 対 応 し 

ULUEEEIT 

石 タ リッ ク ま た は [戻る ] で ウィ ンド ウ を 義 じ ます 。 

LOAD 
前 保存 し た 続き か ら ゲ ー ム を 開始 し ます 。 実行 する と デー タ 一 覧 が 表示 され 

ます 。 続き を する デー タ に カー ソル を あわ せ ク リッ ク し て くだ さい 。 

SAVE 
現在 の 状態 を 保存 し ます 。 実行 す る と デー ター 覧 が 表示 され ます 。 保存 し た い 

午 号 に カー ジル を あわ せ ク リッ ク し て くだ さい 。 

すでに 保存 デー タ が ある 番号 を 選択 し 実行 する と 上 書き され ます 。 

EQUIP 
5 を 装 愉し ます 。 装備 し た いも の に カー ジル を あわ せ ク リッ ク す 

装備 で きま す 。 現在 装備 され て いる も の に は 青色 の 析 が つき ます 。 
ステ ー タ ス に は カー ソル 位置 の 武器 な ご に よる 人 変化 が 表示 され ます 。 

誠 補 の rme conr Oz toueof Or 隊 に を ーー 王 な v ま っ 宅 そ | 

加 同 し て い ES 
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INVENT 

アイ テム を 使う こと が で きま す 。 OZRUKNC 和 0 WW 

クレ し ます 。 現在 選択 され て いる も の に は 青色 の 枠 が つき ます 。 

ie 
crrrmhrem 

| | 

| [ 『m1 
| Le 

選択 され て いる 

2 電 カー ソル 位置 の 

・ っ LE Eee me 。 拉 | ーー 」 ] 

中 中間 間 和 LWP 本 中 下す mm リ 

アイ テム に は 3 つの ダイ プ が あり ます 。 者 アイ テム に つい て は P100【 ア イ テ ュ 1] 

を ご 覧 こく ださい )。 

り 持っ て いる だ け で 効果 を 発揮 する も の ( 鍵 な ど ) 

の 選択 後 、LINVENT】 画面 を 閉じ る と 効果 を 発揮 する も の 

3 選択 後 、 ゲ ー ム 画面 で 右 ク リッ ク す る と 効果 を 発揮 する も の 

STATUS 
アド ル の 現在 の 状態 と 現在 地 の 表 示 、 非 表示 を 切り 替え ます 。 ア ドル の 状態 は 

画面 の 左 中 央 、 現 在 地 は 右 下 に それ ぞ れ 表示 され ます 。 

OPTION 

移動 方 法 や 音源 な どの 設定 を 行う こと が で きま す 。 各 項 目 に つい て は 次 ペー 

を ご 覧 くだ さい )。 

ロコ 

| ビ 491 中 呈 上 



画 OPTIION 

LOSIU EEZ 62 リッ し ます 。 

1 に 2 リン ま ぇ か ま [戻る 】 に ドウ を 開 じ ます 。 

田 動 き の 細 か さ 

し 回 キャ ラク ター の 動き や グラ フィ ッ ク の 潜 ら か さ を 
中 パ ソコ ンー や ピ デ オ ポー ド 共 ご に に あわせ て 認定 

GO C ま す 。 

お 覗 

する ご 

動作 が 異常 に 遅い 場合 、 下 記 の 設定 を 変更 する と 改善 さ 

# ル 宮 場合 も あり ます 。 

自動 判定 一 15fps 固 定 

1 秘 間 に 何 回 画面 を 書き か える か 設定 し ます 。 太 きい 数 字 ほ ど 書 き が える 回 数 

が 多く な り 、 動き が 滑ら か に な り ま す 。 

【 フ レー ムレ ー ト 表示 】 き [ON】 に し て 表示 され る 【fpel 値 が 65 以 上 . 

る い は 15 ゝ 本 病 、 まま た は 場所 に SE 

判定 ]】 に 設定 し て お く こ と を お 奨め し ます 。 

育 京 人 2 

【UN】 に し て お く と 洞窟 な ご の 隊 影 の 表示 が 滑ら か に な り ま す 。 

VRAM 

高速 処理 の た 必 に プロ グラ ム が どの よう に デー タタ を 持つ か を 指定 し ます 。【 シ 

eol 語 記 際 和 0BS い / の BIOT [回 m に する こさ ビ 

デオ ボー ド の VRAM を 使用 し ます 。 ど ちら が 高速 な は お 使い の ピ デ オ ポ ボード 

に より 異な り ま す 。 お 使い の パン コン また は ビデ オ ボ ー ド の マニ ュ ア ル な と 

を ご 和男 に な っ て 刷 定 レ て くだ さい し)。 

フレ ー ム レー ト 表 示 

【ON】 に し て お く と 画面 の 左上 に 【fps】 が 表示 され ます 。 

| 



sYatin ロ lvlamuml 

画 探 作 ・ 入 力 

アド ル の 移動 方 法 や 方 向 を 設定 し ます 。 

歩き 方 
アゲ トル の 移動 方 法 を 設定 し ます 。 

ホ ボタン の ON OFF で 指定 

マウ ワウ ス の 左 ポ タン を 押し て いる 間 、 カー ソル の 方 向 に 移動 し ます 。 
と ボタ ン を 記す と 立ち 止ま り ま す 。 
を ボタ ン を 素早 く 2 度 押す (2 度目 は 押し 続け る ) と 、 左 ポ タン を 押し て いる 
間 、 カ ー ジ ソル の 方 向 に 走り 続け ます 。 

カー ゾル に 向かう 
マ ワ ス の 左 ボ タン を 押さ な く て も 自動 的 に カー ソル の 方 向 に 移動 し ます 。 

クリ ッ ク ま た は カー ソル を アド ル に 近づけ る と 立ち 止ま り 、 遠 く ぐ へ 離す と 
UNETIIELT 下 BE ar 

移動 方 向 
アド ル の 移動 方 向 を 限定 する こと が で きま す 。 

ノリ ー 360 度 移動 可能 で す (キー ボー ド の 場合 は 8 方 向 に な り ま す )。 
8 方 向 上 下 左右 、 左 上 、 右 上 、 左下 、 右 下 の 8 方 向 の み 移動 可能 で す 。 
4 方 向 上 下 左右 の 4 方 向 の み 移動 可能 で す 。 

ジョ イス ティ ッ ク 
[ある 】 の 場合 は ジョイ スティック の 使用 が 可能 で す 。 接 続 し て いて も 【 な し 】 に 
な つて し いる 場合 は ザ ダヨ イス ティ ッ カ ク は 使用 で きま せ ル ん,。 

うら 

BU1819 計上 
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オー ト 移 動 
[ON】」 に する と 障害 害 物 を 自動 的 に 避け て 移動 し ます 。 

アイ コン 周 和 中 ドー 時 
(ON】 に する と カー 

演奏 、 効 末 音 

画 BGM・ 効 果 音 

CD-DA、MIDI GM 
BGM を 澤 奏 する 音源 を 設定 し ます 。 理 在 選 EHv さ オル 7 軸 還 宮 

も の は 青色 で 表示 され ます 

【MIDL〆GS】 【MIDLZ8C-88】 に 設定 する に は 、| イー 

と |] を こす ムー チア ルアー ン 等 に 収録 され て いる 

各 音 源 専用 デー タ の イン スト ー ル が 必要 で す 。 

ロロ 二 雪 奏 友 止 め 人 名 に は 【 濾 】 を 、 効 果 音 を 鳴 選 き な い よう に する に は 【 敦 果 

を ICEET 選 し ます 。 

ボリューム 調 整 
BGMM の ポリ ュー ム は 【MIDLZCD MUSIC VOLUIME」 の ツマ ミ を 、 交 果 音 は 

SsUUND EFFECT VOLUME】 の ツマ ミ を 左右 に スラ イド させ て 調整 し ます 。 

サウ ンド ボー ド の 機種 に よっ て 、 上 記 の 方 法 で は ポリ ュー ム 調 整 で き な 

い 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 は 、 イー スエ ター ナル を 終了 し 、Windows95 

の ボリ ュー ムコ ント ロー ル で 調 加 し て くだ さい 。 Windows9g5 の ホ 

リロ ュー コン 

る] を ご 覧 くだ さい 。 

9 司 

トロ ー ル に つい て P110【 ボ ポリ ュー ムコ シン トロール を 裕 護 す 



C) ロ ratimn ylanual 

画面 の 明る さ 

石 側 の ツマ ミ を 上 下 に スネ ライ 0 お 使い の ディ スプ 

レイ に あわ せ て 明る さ を 調 節 し て くだ さい )。 

【 標 準 に 戻す 】 で 初期 設定 値 に 戻り ます 。 

重ね 合せ 
避 形 屋根 な ど と アド ル が 重なっ た と き 、【 綱 掛 

け 】 で は アド el に な り 、 【 通 

常 』 で は 見 えな く な り ま す 。 

スク リー ン シ ョ ッ ト 

【ON】 に し て 【FrintScreen】 キー また は 【copy】 キー を 押す と スク リー ン シ ョ ッ 

ト を 撮る こと が で きま す 。 撮っ た スタ リー ン シ ョ ッ ト は 、 イー スエ ター ナル ホ 

ル ダ ー の 中 に 、BMP 画 像 と し て 撮っ た 順番 に 保存 甘 れ て いき ます , 

時 刻 表示 
【ON】 に する と 画面 の 右 下 に 時 刻 が 表示 され ます 。 

目 動 で ゲー ム 再 開 
【ON] に する と 自動 的 に 最新 の セー プ デ ー タ の 続き が っ 1 し ます 。 

【OFF】 に する と デー タタ を 選択 し て 【 ゲ ー ム 開始 】 する こと が で きま す 。 

の 21LeartK 最新 の セー ブ デ ー タ 
の 続き か ら 再 開 さ れ ま す 。【 自 動 で ゲー ム 再 開 】 の 設定 は 影響 し ませ 上 た 。 

9 ア 

1 ビ U1 コ 1 上 



一 武器 ・ 防 具 ・ ア イ テ ム 一 覧 

画 武 益 ・ 防 具 

けり 

休 自 も 手頃 な 小 折 り の 信 。 扱 いや すぐ 日 常 的 な 用 頂 に も 使え る 。 戦 

賠 に は あま り 効 琵 を 還 め な い 。 

宙 鉄 製 の 長剣 。 幅 広 な 造り の た ぬ 相 当 の 重量 で 扱い づつ らい が 、 こ 

破壊 力 は 戦 閣 で 算 価 を 発揮 する 。 

5 
遥か 東方 より 伝来 し た と いわ れる 貴重 な 刀剣 。 湾曲 し た 鋭利 な 刃 は 
絶大 な る 攻撃 力 を 秘め て いる 。 

華 航 な 装飾 が 施さ れ た 長剣 。 刀 身 が 放つ 純白 の 交 き は 、 邪悪 な 存在 
を 寺 ち 減 ぼ す 力 を 愉 え る 。 

世 刀身 に 突 を まとう 、 最 強 の 魔 剣 。 そ の 斬 撃 は 、 物 質 を 透過 し な が ら 
の 焼 尽 < す た め 、 防 ぐ 術 は な い 。 

1] ス モー ル シ ー ル ド 

硬質 の 木材 を 金具 で 補強 し た 小型 の 盾 。 値段 も まこ ろ で 扱い や すい 。 

強度 と 守 愉 範囲 に は 難 が ああ る 。 

ミド ル シ ー ル ド 
な めし 皮 で 裏打ち し た 中 型 の 盾 。 大 き さ の 割 に は 軽く て 扱い や すく 

し か も 強度 に も 優れ て いる 。 



(CJPperatimirg Ivy1amual 

再 各 で で きた 大 型 の 盾 。 か な り の 重量 の た め 扱 うつ の は 困難 。 そ ぞ それに 

見 合 つ だ け の 防御 力 は 見 こめ る 。 

ン ル バー シー ルド 

節 し い 細 工 が 施さ れ た 白銀 の 盾 。 邪悪 な 者 を 寄せ つけ な いよ う 、 神 
へ の 祈り が 表面 に 刻ま れ て いる 。 

バト ル シ ー ル ド 

荒 ふ る 代 の 力 の 加護 を 得 た 慎 。 扱 つう 者 に よっ て は 、 あ ら 記 る 攻撃 を 

思 断 で きる 力 を 称 て いる 。 

細か 人 な 症 を 編み こん で 作ら れ た 防具 。 風 通し が よく 動き や すい 。 

中 繋 に 詳 い と いう 難点 が ある 。 

鋼鉄 の 板 を 張り 合わ せ た 鎧 。 戦闘 で は 頼も し い 防 御 力 を 発揮 する 。 
体力 の ある 者 し が 装着 で き な い 、。 

圭 別 な 樹脂 で 強化 され た 鐘 。 軽く て 動き や すい に も 関わ ら ず 、 頑 丈 
さ は 名 の 仁 を 上 回 る 。 

wt 

PS 時 半 し い 装 飾 が 施さ れ た 白銀 の 鉛 。 神 の 祝福 が 与え られ て いる た め . 
身 に 着け た 人 間 を 邪気 か ら 守 る 。 

バト ルアー マー 

荒 ぶ る 敵 の 力 の 加護 を 得 た 鐘 。 全 て の 攻撃 に 対す る 耐性 を 備え る た 
め 、 ご どん な 敵 に も 対 如 で きる 。 

[ ビ U1819 王 此 



Operating Tvlamual 

圭 銅 の 指輪 。 筋力 や 潜在 力 を 倍増 する 力 を も た らし 、 戦闘 で は 大 き 
な 助け に な る 。 

真幸 で で きた 指輪 。 周囲 に 結界 を 張り 、 外 部 から の 衝撃 を 半減 し て 

くれ る 。 

環 殖 の 化石 で で きた 指 輪 。 時 の 流れ の 重圧 で 周囲 の 邪悪 な 生き 物 を 

拘束 し 、 動 作 を 鈍く ぐす る 。 

呈 か る 礼二 を 与え られ た 指輪 。 落 気 に 活 筑 され た 場所 で も 、 体 調 の 
回 復 と 安らぎ を 与え て くれ る 。 

イ ビ ル リン グ 

は め た 者 の 心 を 悪 で 染め 抜き 、 心 身 を 減 ぼ す 恐 る べき 指 還 。 皿 の よ 

うな 立 様 が 施さ きれ て し い ) 人 る 。 

田 ア イ テ ム 

美しい 文様 に 縁取 られ た 虚 張 り の 古文 書 。 失 われ た 立 字 で 書 が れ て 

し 1 宮 。 本 を 持つ て いれ ば 【R] キー で 読む こと が で き 念 。 

奇 氷 な 紋章 が 彫 ら れ た 青銅 の 鍵 。 同 じ 紋 章 の つい た 宝箱 で あれ は 、 

すべ 開 は る ご と が で き 名 。 

1 



( ) ロ Yatimn ロ vlanual 

武 骨 で すっ し り と し た 鉄製 の 婦 。 先端 の 部 分 は 少し 鎖 つ いて いる 。 

机 ルピー と 金 の 細工 が 施さ れ た 美しい 鍵 。 差 し こみ 部 分 が ね じ れ た 複 
雑 な 形状 を し て いる 。 

湊 い 苗 白 色 の 課 地 で で きた 。 絹 状 に 和 み あっ た 文様 で 縁取 られ 半 

細 な 細工 が ほど こざ され て いる 。 

鮮やか な 横 様 で 末 ら れ た 、 豚 色 の 大 理 石 の 鍵 。 差 し こむ 部 分 は 三叉 
眉 の よう つ な 形 状 を し て いる 。 

PeW 吾 こ 輝 く 鉱 石 で で きた 鍵 。 握 り は エス テリ ア の 遺跡 で 散見 する 紋章 
を 意図 し た も の の よう だ 。 

大 粒 の 競 水 晶 が 、 奇 氷 な 装飾 倫 で 固定 され て いる 。 光 に が か ざす と 、 中 

心 が 無 数 の 時 の よう に 糧 く 。 持 っ て いる だ け で 効果 を 発 提 する 。 

| ロダ の 種 
エス テリ ア に 存在 し た と いう 樹木 の 種 。 柔らか な 果肉 質 の 部 分 の 叶 
は どん な 食べ 物 に も 勝る と いう 。 選択 し 、 ゲ ー ム 画面 で 右 ク リッ ク 
する と 食べ る こと が で きる 。 

so 5 
古来 より 伝わる ゼ ピ ッ ク 村 の 宝 。 村 を 身 厄 か ら 護 っ て きた と いう 。 

振る と 涼やか な 音 が 響き わた る 。 

1 理 1 

IEUIHg19 上 信 
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吹 ぐ と きれ いな 音色 が 奏で られ る 鐘 で で きた 古い バー モニ カカ 。 純白 

ET 

偶像 
ずっ し り と 重い ブ プロ ンズ 像 。 古 代 の 飛 竜 友 か た どっ て いる 。 手 に 取 

る と 静寂 に 身 を 肖 し た 気分 に な る 。 

魔 導 士 が 携え る よう な 短い 棒状 の 杖 。 表面 に げっ し り と 呪術 的 な 紋 
様 が 彫り こま れ て いる 。 

メガ ネ 
年 代物 の 古び た 片 眼鏡 。 読書 用 の も の らし い が 、 レ ンズ は 度 が 入っ て 
いな い 。 選択 し 、 ゲ ー ム 画面 で 右 ク リッ ク す る と 使う こと が で きる 。 

ブフ ブルー アミ ュ レ ッ ト 

St、 ジェ ンマ の 家系 に 受け 継が れ た 詳 除 け 。 凛 と し た 青い 輝き と 、 微 か 

1 

な 冷気 を まとっ て いる 。 選択 し 、 身 に 着け て お く と 効果 を 発揮 する 。 

織 細 な 金 の 装飾 が 施さ れ た 大 粒 の 紅玉 。 人 性 られ た の は ご こく 最近 の よ 

2 

サフ ァ イ ア の 指輪 | 
青い 宝玉 が は 上 られ た 指輪 。 裏 側 に は 送り 主 の も の と お ぽ ぼ し き メ ッ 

金 の 首飾り 。 ち り ば ぬら れ た ルピー も 小粒 の も の が 多い 。 ね わり と 乱 

召 に 扱 本 れ た 形跡 が ある 。 



Jperatimig vlanual 

純金 製 の 台座 。 上 部 に 小型 の 球体 を 乗せ する らし いく ぼ み が る 。 上 に 
何 を 乗せ て いた の か は 不明 。 

高山 植物 の ジ キ タ リス を 煎じ た 、 真紅 の 飲み 薬 。 心 身 の 不調 を た ち 
どこ ろ に 回 復 する 効能 を 持つ 。 選 択 し 、 ゲ ー ム 画面 で 右 ク リッ ク す 
る と 使う こと が で きる 。 

ぼ 杜 を か た どっ た 呪 符 。 立 ち 寄っ た 町 や 村 へ 一 瞬 の 内 に 跳 訣 で きる 。 

選択 し 、 ゲ ー ム 画面 で 右 タ リッ クタ する と 使う こと が で きる 。 た だ し , 

強力 な 結界 内 な ご 使え な い 場 所 も ある 。 

本 あり ふれ た 鉄製 の 負 。 く い 打 ちや 岩 を 砕く と き に 使用 する 。 選択 し 、 
ゲー ム 画 面 で 右 ク リッ クタ する と 使う こと が で きる 。 

| 
l 映り こん だ 景観 を 一 時 的 に 静止 させ る 鏡 。 耐久 力 に 限界 が あり 、 数 

EE 同 ほ ど 使 うと 壊れ て し まう 。 選択 し 、 ゲ ー ム 画面 で 右 ク リッ ク す る 
と 使 る こと が で きる 。 

石 の 仮面 。 額 に は ヒス イ が 埋め こま れ て いる 。 目 の 穴 を 通し て 覗け 
る よう に な っ て いる 。 選択 し 、【INVENT】 画 面 を 閉じ る と 効果 を 発 

探す る 。 

朝 較 還 フル レー ネッ クレ ス 
aa 吉 ご 輝く 不思議 な 鉱石 で 作ら れ た 首飾り 。 強 力 な 破邪 の 力 を 秘め て 
W 李 お り 、 あ ら ゆ る 呪い を 打ち 消す 。 選 択 し 、 身 に 着け て お く と 交 果 を 

発揮 する 。 

1 
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田 DirectX5 の イン スト ー ル 

本 製品 に は DirectX5 を 和 付 し て お り ま す が 、 す で に DirectX2 以 降 を イン スト ー 

ル さ れ て いる 場合 は 、 本 製品 添付 の DirectKX5 を イン スト ー ル し な く て も 問題 な 

La ELW に 記 IBFEseie 

まず 、 本 製品 添付 の DirectKX5 を イン スト ー ル し な いで ゲー ム を 始め て くだ さい )。 

【 ゲ ー ム 開始 】 を 実行 し た と き に .【 必 要 な まま 素 素 . 省 が 見 つか り ま せん 】 と いう 

エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 場合 は 、 DirectX5 の イン スト ー ル が 必要 で す 。 

EL 下 を よく 読ん 4 で か ら DirectX5 を イン スト ー ル し て くだ さい )。 

較 イ ンス トー ル 前 の 確認 事項 

1、 P86【 セ ッ ト ア ッ プ 】 が 正しく 行わ れ て いる か 、 ま た 、P84 【 ゲ ー ム 開始 の 

前 に 】 お よび 【 動 作 環境 】 を 満た し て いる が 再度 確認 し て くだ さい 。 

2. お 使い の パソ コン お よ げ ば ボード な どの デパ イス ドライバ が DirectX5 に 正規 

に 対応 し て いる か が 如 製 造 元 に ご 確認 くだ さい 。 対応 し て いな い 場 合 は 、 対応 し 

て いる デバ イス ドライバ を パソ コン お よび ポー ド な ご の 製造 元 が か ら 入 手 し 、 組 

の み 込 人 で くだ さい 。 

画 DirecttX に つい て 

DirrectKX は Windows95 用 追加 機能 ツ ソフ ト で す 。 主 に 、 画面 表示 、 サ ウン ド 、 ネ ッ 

トワ ー ク 開 連 の 機能 に 影響 し ます 。 そ の た め DirectX の イン スト ー ル に は 注意 が 

必要 で す 。 特に 、 機 種 に よっ て は 特定 の DirectX の パー ジョ ン に 対応 し て いな 

か っ た り 、 最新 の DirectKX が イン スト ー ル され て いる 機種 に . 旧い DirectX を 重 

ね て イン スト ー ル する と 、 パ ソコン の 動作 に トラ ブル が 生じ る 場合 が あり ます 

) て *" ご 注意 く に ささ 過 戸 

イー スエ ター ナル 付属 の DirectKX5 の イン スト ー ル は 、 マ イク ロ ソ フト 社 製 の 

DirectX セ ッ ト ア ッ プ ブロ ダラ ム に よっ て 行わ れ ま す 。 ご の セッ ト ア デア ッ ププ ログ 

ラム は 、 お 使い の デバ イス ドラ イ バ が DirectX に 対応 し て いる か が かど つか を チェ ッ 

ク し 、 対応 し て いな い 場 合 は DirectX5 に 付属 し て いる デパ イス ドラ イ バ と 置き 

1 ロロ 呈 



(JPneratinn ylanual 

換え る が ご ど つが か が を 確認 し ます 。 確認 な し で 上 赴き 換え る こと は あ 4 

お 覗い の パソ コン に イン スト ー ル され て いる Directi の パー ジョ ン が と が から 5 上 EX 

外 の 場合 や や 、 こ れ ま で DirectX が イン スト ー ル され て いな が か っ た 場合 、DirectX5 

1 半生 二 も , 表 示さ 6 寺 JNN 

Windows95 が 起動 し な いな どの トラ ブル が 生じ る 可能 性 が あり ます 。 

トラ ブル が 生じ た 場合 は 、 マイ クロ ソフ ト 社 また は お 使い の パソ コン お よび 

呈 DirectX5 の イン スト ー ル 

1. Windows95 を 起動 し ます 。 

PO 思 | 8 1 の 山 INRSSNTSIPL PSPE UL 

Cu ィ ー ス エタ ー ナ ル の CD-RUM を CD-RUM ト ドライブ プ に セッ ト し ます 。 

オー トブ プレイ 様 能 を IONJ に し て いる 場合 は 、 セット 後 し ば らく する と 

イー スエ ター ナル の 【 起 動画 面 ] が 表示 され ま 1 の や: 【 起 動画 面 』 の 【 縦 

了 】j を グリ ッ ウ し 、 イ ー ス ネス エターナル を 終了 し てく だ さい 。 

引 マイ コン ピュ ー タ を 開き 、CD-ROIM ドラ イプ 【YS1 WIN] を 選択 し 、【 フ ァ 

イル (F) 】、【 開 く (Q)] を 実行 し ます 。 

5 【Dxinst_exe】 を 実行 し ます 。 マ イタ ロ ソ フト 社 製 の DirectX セ ッ ト ア ッ プ 

プロ ヴ グラ ム に よっ て イン ジン ストール が 開始 ご され ま す 。 

56. イン スト ー ル が 終了 し た ら 、P86 【 セ セットアップ と ゲー ム 開 始 】 の 方 法 で 

ィ ー ネ エタ ダー ナル を 起動 し て くだ さい )。 
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ホホ マニ ュ ア ル の 記載 に し た が っ て 操作 し て も 正常 に 動作 し な い 場 千 、 ま す 以 下 

を お 確か めく だ さい )。 

1. 本 マニ ュ ア ル P84【 動 作 環境 】 を 満た し て いる か 、 ま た 、 電源 、 接 続 、 設 定 

が 正しく 行わ れ て いる が 再度 ご 確認 くだ さい 。 

2 本 マニ ュ ア ル P87【 削 除 .…. ア ン イ ンス トー ル 】 に 記載 され て いる 方 法 で イー 

スエ ター ナル を アン イン スト ー ル し 、 再度 イ ンス トー ル し 直し て プレ イ し て ぐ 

に さ し }。 

度 イ ンス トー ル す る 前 に スキ ャ ン デ ィ ス クタ を 実行 

合 が あり ます 。 ス キャ ン デ ィ ス アタ の の 方法 は Windows9g5 

ー 覧 < だ さき し い 。 

3.。 お 使い の パソ コン お よび ボー ド な ご ど が 、Windows95 日 本 語 版 お よび 

DirectX2E 上 また は DirectX5 に 規 に 対応 し て て いる か 、 パ ソコ ン お よ げ ポー ド 

な ご の 製造 元 に ご 確認 くだ さい 。 対応 し て いな い 場 合 は 、 対応 し て いる デバ パイ 

スス ドラ イ バ を 難 製 造 元 が らん 人 手 し 、 組 み 込 ん で くだ さい 

4 DirectXK お よび ば ディ ス ブ レ イド NAMS2 ンド ドライバ な どの デバ パイ スネ ス ド 

ライ パ を 最新 の も の に し て くだ さ し SN や セッ MS NN 

よ げ ボー ド な どの 製造 元 に お | 5 3 

5 アク ティブ デス クタ トッ プ の 【Web ペ ー ジ で 表示 】 の チェ ッ ク タマ ー ク を QFF 

に 1 て 71 レイ し て くだ た さ し ( 1 

6. BGM、 効 果 音 を UFF に し て プレ イ し て くだ さい し いい 。 

7 Sm へ Em たり PEUD ド OO アル テー ショ シン を 時 で 特 0 きか が 呈 ジ レ イレ 
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中 上 “ “ TIUUTEIEE 生計 吉 記 内 

ー ラ ブル の 可能 性 が あり ます , 近 72 BN プレ ルイ し て 

d.。 VVII っ 0 【 コ ント ロー ル パ ネ ル 】 の 【 画 面 の 設定 』】 で 、 フ ォ ン ト サ イ ズ 

定 [ 路 き ント 』 に 王 定 し で くだ さ し い 

Fn 

0. WWindows95 の 【 コ ント ロー ルル パネル] の 【[ マ ウス の 設定 ] で 、【 ボ ポイ ンタ 

加 蹴 高 ts 事 】 1 | デリ 『 u 語 恒 、 Ui に 設定 し 「 員 に に ささ 腺 | ロ 

11. 増設 し て いる ボー ド な ど を 全て は ず し て ブレイ し て みて くだ さい 

12. Windows95 の 設定 を 初期 設定 に 戻し て プレ イ し て みて くだ : | 1I 『 1 e 一 

田 ゲ ー ム が 開始 で き な い 

[ゲー ム 開 始 】 時 に 【 必 要 な 素 洲 素 . 中 が 見 つか り ま せん 】 と いう エラ ー メ ッ セ ー 
ツ が 到 示 され た 場合 は 、 DirectX5 の の インストール が 必要 で す 。 イ ンス トー ル 方 

法 は P104 IDirectXK5 の イン スト ー ル 】 を ご 覧 くだ きい 。 

田 パ ソコ ン が 起動 し な い ン 画面 に 何 も 表 示さ れ な い 

DirectX5B の イン スト ー ル 後 、 画 面 が 真っ 時 に な っ た ま Sd 前 

症状 が 生じ た 場合 は 、 いっ た ん パソ コン / 府 体 の 電源 を 切り 、10 秒 ほど 継 過 し た 

志 1 記 還 | 帳 内 『 間 て に 記 剛 四 

以上 の 操作 き 0 て も 症状 が 改善 きれ な い 場 合 は セー フ モ ー ド で 修 複 で 

きる 場合 も あり ます 。 た だ し 、 セ ー フ モー ド で の 近作 を 誤る と 他 の 機能 

に 影響 を お よ ぽ す 可 能 性 が あり 人 逢 険 で す 。 よ くわ む わからない とき は 、 わ 

ら な いま ま 操 作 を 続け すず 、 パ ソコ ン お よび げ ば ボード な どの 製造 元 や 詳し 

方 に と 相 謎 に な っ て から 行っ て くだ さい 。 

が 

し * 

1 け ア 
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セー フ モ ー ド で の 起動 方 法 
1. パソ コン の 電源 を 入れ 、【Starting Windows95・・・】 また は 

【Windows95 を 起動 し て いま す ] と 表示 され て いる と き に 【F8] キ ー を 押し ま 

す 。Windows95 起 動 メ ニュ ー が 表示 され ます 。 

2 メニ ュー の 人 【Safe mode】 を 選択 し 実行 し ます 。 

3. 画面 の 指示 に し た が っ て キー ポー ド の 種類 な ど を 答え る と セー フ モ ー ド 
で 起動 し ます 。 

4. 起動 し た ら 、 下 記 【 デ ィ ス ブレ イド ライ バ の 確認 ・ 選 択 の 方 法 】 を 参照 し 
て 正しい ディ スプ レイ ドラ イ バ を 選択 し ます 。 選 択 が 終了 し た ら パ ソコ ン を 
再起 動 し ます 。 

還 画 面 の 表示 が お か し い 

DirectKX5 の イン スト ー ル に よっ て 、 デ ィ ス プレ イド ライ バ が 正しく 選択 され て 

いな い 可 能 性 が 有り ます 。 以 下 の ゆ 【 デ ィ ス プレ イド ライ バ の 確認 ・ 選 択 の 方 法 ] 
を 参照 し 、 お 使い の ボー ド に あっ た ディ スプ レイ ドラ イ バ パ を 選択 し 直し て くだ 
きい (NEC 製 PC9821 シ リー ズ に ビデ オ ポ ー ド を 拡張 し て いる 場合 、DirectX5 
の イン スト ー ル 時 に 、 本 体内 蔵 の ディ スプ レイ ドラ イ バ ガ が 自動 的 に 選択 され る 

leslE 吉 r 

ディ スプ レイ ドラ イ バ の 確認 ・ 選 択 の 方 法 
以下 は Windows95 標 準 の 手順 で す 。 お 使い の パソ コン な ど に よっ て は 手順 が 
異な る 場合 が あり ます 。 よ くわ か ら な いと き は わか ら な いま ま 操 作 を 続け ず .、 
パソ コン お よび ボード な どの 製造 元 や 詳し い 方 に ご 相談 に な っ て か ら 行 っ て く 

だ に さい)。 

1.【 マ イコ ンピュータ 】 の り 【 コ ント ロー ル パ ネ ル 】 を 開き ます 。 

2e. 【 コ ント ロー ル パ ネ ル 】 の 【 画 面 】 を 開き ます 。 

1 
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3. 【 画 面 】 の 【 デ ィ ス プレ イ の 詳細 】 を 選択 し ます 。 

4. 【 デ ィ ス ブレ イ の 詳細 】 の 下部 【 デ ィ ス ブレ イ の 変更 】 ポタ ン を クリ ッ ク 

し ます 。 

5. 【 デ ィ ス プレ イ の 変更 】 ダ イア ログ の 【 ア ダブ タ の 種類 】 の 【 製 造 元 ア パー 
ジョ ング ノ 現 在 の ファ イル 】 を 確認 し ます 。 

5. 【 デ ィ ス プレ イ の 変更 】 ダイ アロ グ の 【 ア ダブ タ の 種類 】 の 【 変 更 ]】 ポ ボタン 

を クリック し ます 。 

7. 【 デ バイ ス の 選択 ] ダイ アロ グ の 【 す べ て の デパ イス を 表示 ] スイ ッ チ を 

90 

8. 【 製 造 元 ]】 を 選択 する と 【 モ デル 】 に ポー ド 名 一 覧 が 表示 され ます 。 

. 一 覧 か ら お 使い の ディ スプ レイ アダ ブタ (ビデ オ ボ ー ド ) を 選択 し ます 。 

一 致す る も の が 無い 場合 は パソ コン お よび ボー ド な どの 製造 元 に お 問い 合わ 
せ 下 きい 。 

田 最 初 は 正常 に 動作 し て いた が 突然 動作 し な く な っ た 

イー スエ ター ナル 以外 の DirectX 対 応 ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル に よっ 
て 、DirectX が イー スエ ター ナル 未 対応 の 旧い パー ジョ ン に 書き 換え られ て い 
る 可能 性 が 有り ます 。 ご この 場合 は DirectX5 を イン スト ー ル し 直し て くだ さい 。 
また 、 フ ァイル を 消去 し て し まっ て いた り 、 動作 に 適さ な い 環境 に 変更 され て 
いる 場合 も あり ます の で 、 再 度 各 ド ライ バ を 正しく 選択 し 、 設 定 な ど を 正常 に 
動作 し て いた 時 の 状態 に 修正 し て 下さ い 。 

1 和紀 
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画 BGM、 効 果 音 が 正常 に 再生 され な い 〆 喝 ら な い 

ポリ ュー ムコ ント ロー ル を 確認 する 
タス クタ パー の スピ ー カ ー ア イコ ン を クリ ッ ク し ます SENTH0 
コン トロ ー ル 】 、 効 果 音 は 【WAVE】 の 音量 を 調節 し ます 。BGIM を 人 【MIDI】 に 

設定 し て いる 場合 は 【MIDI】 、【CD】 の 場合 は 【CD】 を 調整 し ます 。 

々 スタ バー に スネ スピ ビー カー アイ コン を 表示 する に は 、 コ ント ロー ル パ バネ ル 

を 開き 【 マ ル チ メ ディ ア 】 の 【 オ ー デ ィ オ 】 タブ に ある 【 音 量 の 対 

スク バー に 表示 する 」 を チェ ッ ク タ し ます 。 

CD-ROM ド ライ ブ の 設定 を 確認 する (CD-ROM ド ライ ブフ が 複数 ある 

場合 ) 
コン トロ ー ル パネ ル を 開き 【 マ ル チ メ ディ ア 】 を 実行 し ます 。【 音 楽 CD】 タプ を 

ョ ーー フ ー 
フリ UPP, し [音量 ) 詩 定 の [CD RC ド ライ ] に 設定 され て ( し で と F つ | アプ 1 np 

イー スエ ター- ナル の CD-ROI ul が ヤセ 2 ト 二 オォ 」 重 画 1 る 中 選 人 寺 本 

設定 され て いる トラ イブ に イー スエ ター ナル の CD-RUM が セッ ト き され て いな し 

と 【CD】 で BGM を お 楽し みい た だ く こ と は で きま せん 。 

DirectX に よる トラ ブル 
DirectX2 降 に 末 対 応 の サウ ンド ボー ド を 使用 し て い 信 こと 、BGM、 誠 果 音 が 正 

常に 再生 され ませ ん 。 また 、 未 洒 応 の ボー ド に DirectK を イン スト 時 3 

に よっ て 、 デ パイ ス ドラ イ パ が 置き 換わり 、 正しく 動作 し な い 場 合 が あり ます , 

IGGKSO4 イー ンス トール する 場 合 に は 二 HP SM コン お E 前 トド な と 

の 製造 元 に ご 確認 くだ さいし)。 

DirecfKX5 を イン スト ー ル する こと に よっ て 、 剖 機能 に 対応 し た ドラ イ バ 

が 正しく 選択 きれ て いな い 場 合 は 、 再 度 難 ドラ イ バ を 正しく 選択 し 、 設 

定 な どき を 正常 に 動作 し て いた 時 の 状態 に 必 正 し て くだ さい 。 凡 上 の 操作 

を 行っ て も 状態 が 改善 きれ な い 場 合 は 、 パソ コン や ボー ド な どの の 製造 元 

に お 問い 合わ せく だ さい 。 
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田 動作 が 実 常に 遅い 

P94 【 動 き の 細 か ざさ ]】 を 実行 し ます 。 

まず 【vVRAM」] の 設定 を 変更 し て みて くだ さい 。 次 に [fps】 を 小さ いい 数字 ま た は 

自動 設定 に し て 必 ま す 。 そ れ で も 遅い 場合 は [ 育 旦 の 陰影 補完 ] を 【QFF] に し 
て みて で で た さ し い 

お 使い の パン ソコ ン や 動作 環境 に よっ て は 、 設 定 を 変更 し て も 全く 変化 が 現われ 

な い 場 合 も あり ます 。 

圏 ハン グ ア ッ プ す る (Microsoft IME97 Ver.1.0 の トラ ブル 

日 語 人 人力 シス テム 【Mlcrosnft IME97 Ver.1.01 が セッ ト ア ッ プ され て いる 機 

種 で は まれ に 起動 時 や プレイ 中 に 原因 不明 の エラ ー が 発生 し バハ ンダ ア ッ プ す 

る ご こと が あり ます 。 ご の 症状 は [Microsaft IME97 】 を 【Ver.1.0A 上 降 に バー 

上 000 回生 IEEE 

【Microsoft IME97 ] の パー ジョ ン ア ッ プ の 方 法 や 、【Ver.1.0A 】 以降 の 入手 方 

法 は 、 お 使い の パソ コン の 製造 元 に ご 相談 くだ さ し +。 

な お 、 す 9 くに パー ジョ ン ア ッ プ で き な い 場合 谷 だ は 、【 ツ ー ル バー の 表示 】 を 

回 半生 S28DODMIBN2|EElEkM13O 晶 上 Hals19iPiEHiE2 当 El 
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ゲー ム の 内 容 や ヒン ト な どの ご 質問 は 、 お 電話 で は 一 切 受 け 付 け て お り ま せん 。 

どう し て も ヒン ト が 欲し い 方 は 、 往 復 ハ ガキ 1 枚 に つき 質問 を 1 つ 書 いて 【 日 本 

ファ ルコ ム ヒ ント 係 】 まで お 送り くだ さい 。 

また は イン ター ネッ ト 【 フ ァ ル コム ホー ムペ ー ジ 】 の Q&A コ ー ナ ー を ご 覧 くだ 

さい 1。 

aeH7AUAUAU 朋 に el 上 邊 中 * 月 

Ihttp://www.falcom.com/ 
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Facs: 042-528-2714 EE-ma nihongfalcorm.CQm 

ご の ソソ ッ フト ウェ アゴ ブロ ダラ と ニュ アル は 当 祉 制 

作 開 発し た 著作 物 で す 。 レ ンダ ル 世 無断 コピ ー を 行う 

と 著作 権 法 に より 歳 し く 処 軸 き され ます 。 当社 は ピ フ ト 

レン タル に 対す 語 許 可 は 一 切 し て お り ま せ 上 ん の で こ ご 当 

闘 く だ きい 。 リ ソフト 思 内 容 、 画面 の 一 部 は 都 台 に より 

半 注 人 コ ッ ピ ュー タリ コト ウェ 人 穫 き 。 再 丘 な 竹 更 す 避 場合 が 志 り ます 。 

Muirrdinws WUirrdnws ヨ 5 デ DirectX DirectDraw DirectSnund は Micrnsnft 社 登録 商標 上 商 品名 で す 。 

1 1 用 


